
1 FUKAGAWA  WEST  HIGH  SCHOOL

　

第
79
回
同
窓
会
総
会
が
６
月
１
日
に
開

催
さ
れ
た
。
轡
田
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続

き
間
校
長
か
ら
学
校
の
現
状
や
取
り
組
み

を
お
話
い
た
だ
き
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
星
野
孟
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、

令
和
３
年
の
事
業
報
告
は
左
記
の
と
お
り

報
告
さ
れ
た
。
決
算
報
告
、
監
査
報
告
に

引
き
続
き
事
業
計
画
。
例
年
通
り
の
事
業

内
容
だ
が
、
会
場
の
予
約
の
関
係
か
ら

今
年
の
同
窓
の
夕
べ
の
開
催
の
可
否
を
諮

る
。
再
度
の
延
期
を
決
定
。
５
年
お
き
の

名
簿
の
発
行
が
２
０
２
３
年
な
の
で
可
否

を
諮
る
。
同
窓
会
負
担
が
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
発
行
す
る
こ
と
と
す
る
。
滞
り

な
く
終
了
。
即
、
散
会
と
な
る
。

令
和
３
年
度
事
業
報
告

自
・
令
和
３
年
４
月
１
日

至
・
令
和
４
年
３
月
31
日

１
、
会
議
・
行
事
に
関
す
る
事
項

令
和
３
年
（
2
0
2
1
年
）

　

４
月
８
日　

入
学
式　

入
学
生
66
名

　

６
月
９
日　

定
時
総
会

　
　

ラ
・
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
ホ
テ
ル
深
川

令
和
４
年
（
2
0
2
2
年
）

　

２
月
28
日　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

入
会
者
84
名

（
轡
田
会
長
・
三
上
幹
事
長
出
席
）

　

３
月
１
日　

第
74
回
卒
業
式

　
　
　

卒
業
生
84
名

（
轡
田
会
長
・
三
上
幹
事
長
出
席
）

【
同
窓
の
集
い
】

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為

中
止

【
激
励
会
】

　

令
和
３
年　

７
／
５　

８
／
17

　
　
　
　
　
　

９
／
29　

12
／
８

　

令
和
４
年　

１
／
24　

計
５
回

　
　
　
（
轡
田
会
長
・
三
上
幹
事
長
出
席
）

　

※
報
告
…
４
月
11
日　

会
計
監
査
済
み

２
、
会
報
の
編
纂

　

同
窓
会
会
報
「
湧
雲
」

　

令
和
４
年
３
月
１
日
発
行　

第
13
号

　

印
刷
サ
ラ
ト

　

�（
協
賛
者
と
卒
業
者
と
４
年
毎
の
会
員

の
み
に
送
付
）

３
、
母
校
の
後
援
に
関
す
る
事
業

　

①�

第
二
次
10
年
計
画
に
よ
る
前
庭
の
植

栽
の
点
検

　

②�

各
部
で
活
躍
す
る
在
校
生
へ
の
支
援

　
　

�

体
育
系
・
文
化
系　

全
国
・
全
道
大

会
へ
出
場
す
る
生
徒
へ
の
支
援
「
激

励
会
」

　

③�

10
／
９　

第
12
回
卒
業
記
念
植
樹

「
キ
タ
コ
ブ
シ
」　

生
徒
10
名

　

④
会
旗
、
部
旗
、
健
闘
幕
作
成
貸
与

４
、�

会
員
相
互
の
親
睦
、
交
流
に
関
す
る

事
業

　

①
同
窓
の
集
い　

今
期
中
止

　

②
各
支
部
現
況
報
告

　
　
（
同
窓
会
会
報
に
て
報
告
）

　

③
各
期
の
動
き

　
　
（
同
窓
会
会
報
に
て
報
告
）

５
、�「
緑
の
学
舎
運
営
委
員
会
」《
令
和
３

年
度
・
事
業
報
告
》　

別
項
に
て
４

年
度
分
掲
載

６
、�

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め

必
要
な
事
業

　

①�

同
窓
の
部
屋
の
収
蔵
品
の
収
集
継
続

　

②�

記
念
誌
・
名
簿
・
Ｃ
Ｄ
の
在
庫
状
況

　

③�

写
真
パ
ネ
ル
…
現
有　

90
枚
余
所
蔵
、

管
理
保
管
は
学
校

　

活
動
が
制
約
さ
れ
た
3
年
間
で
し
た

が
、
な
ん
と
か
活
動
が
出
来
て
い
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
な
お
感

染
は
収
ま
り
ま
せ
ん
が
平
時
の
状
況
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
期
待
を
し
て
い
ま

す
。
以
下
、
コ
ロ
ナ
禍
中
で
の
３
年
間
の

活
動
経
過
概
略
を
列
記
し
て
お
き
ま
す
。

同
窓
会

【
総
会
】

　

第
77
回　

2
0
2
0
年

　
　

�

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
措
置
か
ら

書
面
で
行
う

　

第
78
回　

2
0
2
1
年　

６
／
９

　
　

出
席
者
を
絞
り
開
催

　
　

役
員
改
選
で
轡
田
新
会
長
就
任

　

第
79
回　

2
0
2
2
年　

６
／
１

　
　

出
席
者
を
絞
り
開
催

【
同
窓
の
夕
べ
】

　

集
ま
る
人
数
が
多
い
こ
と
か
ら
中
止
の

止
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
。

　

第
24
回　

2
0
2
0
年　

中
止

　

第
24
回　

2
0
2
1
年　

中
止

　

第
24
回　

2
0
2
2
年　

中
止

【
卒
業
記
念
植
樹
】

　

第
11
回　

73
回
卒
業
生

　
　
「
か
つ
ら
」

　
　

こ
の
年
、
唯
一
行
っ
た
事
業

　

第
12
回　

74
回
卒
業
生

　
　
「
キ
タ
コ
ブ
シ
」

　
　

植
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

　

第
13
回　

75
回
卒
業
生

　
　
「
ナ
ナ
カ
マ
ド
」

　
　

植
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

【
全
国
大
会
・
全
道
大
会
へ
の
激
励
会
】

　

2
0
2
0
年　

９
／
17　

11
／
９

　
　
　
　
　
　
　

12
／
15

　

2
0
2
1
年　

７
／
５　

８
／
17

　
　
　
　
　
　
　

９
／
29　

12
／
８

　

2
0
2
2
年　

１
／
25　

５
／
31

　
　
　
　
　
　
　

７
／
22　

９
／
５

　
　
　
　
　
　
　

12
／
21

【
同
窓
会
報
】

　

第
12
号　

2
0
2
0
年
号　

発
行

　

第
13
号　

2
0
2
1
年
号　

発
行

　

第
14
号　

2
0
2
2
年
号　

発
行

緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会

【
運
営
委
員
会
会
議
】

　

第
14
回　

2
0
2
0
年　

中
止

　

第
15
回　

2
0
2
1
年　

中
止

　

第
16
回　

2
0
2
2
年　

中
止

【
維
持
・
管
理
】

　

2
0
2
0
年

　

屋
外
な
の
で
春
・
秋
と
も
に
作
業
実
施

　

2
0
2
1
年

　

屋
外
な
の
で
春
・
秋
と
も
に
作
業
実
施

　

2
0
2
2
年

　

屋
外
な
の
で
春
・
秋
と
も
に
作
業
実
施

2021年 一般会計報告
収入の部

項　　目 一般会計

前期繰越金 36,980

入 会 金 126,000

振 替 金 600,000

会報コンビニ 619,135

会報郵便局 316,040

利 息 0

合　　計 1,698,155

支出の部

項　　目 一般会計

総 会 費 83,560

役員会議費 30,888

支援激励費 114,000

事 業 費 96,800

校 歌 Ｃ Ｄ 369,230

会 報 費 911,964

通 信 費 6,090

印 刷 費 6,692

事務用品等 13,244

雑 費 2,640

予 備 費 0

次期繰越金 63,047

合　　計 1,698,155

白樺は空に向かって立つ

発   行・北海道深川西高等学校同窓会
〒074−0012　北海道深川市西町7番31号
TEL 0164−23−2263　FAX 0164−23−2264

デザイン・印刷・　　　　　 ㈱サラト
〒670-0948　兵庫県姫路市北条宮の町172
 Tel:079-284-1380　https://salat.co.jp

同窓生数
17,575名

第 １4 号
2023年３月１日発行

令
和
3
年
度
総
会

事
業
報
告

同
窓
会
活
動



22023.3.1

　

令
和
五
年
の
元
旦
は
雪
の
中
に

も
久
し
ぶ
り
の
風
の
な
い
静
か
な

年
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

高
校
の
現
三
年
生
は
コ
ロ
ナ
禍

で
入
学
し
三
年
間
の
高
校
生
活
を

マ
ス
ク
生
活
の
ま
ま
三
月
に
は
卒

業
で
す
。社
会
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
に
も
先
生
と
在
校
生
が

知
恵
を
絞
り
あ
っ
て
、勉
学
に
、ク

ラ
ブ
活
動
に
、
そ
し
て
学
校
祭
等

の
全
体
行
事
に
努
力
し
て
来
ら
れ

た
姿
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。同
窓
会
と
し
て
は
、ク
ラ
ブ

活
動
の
激
励
ぐ
ら
い
し
か
行
う
事

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
く
高

校
生
活
の
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た

事
と
想
像
し
ま
す
。

　

昨
年
一
年
を
振
り
返
る
と
、

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
や

そ
れ
に
伴
う
社
会
環
境
の
変
化
は

戸
惑
い
と
不
安
を
も
た
ら
し
、

加
え
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

行
動
の
規
制
は
多
く
の
人
々
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

奪
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
事

は
、
私
達
は
人
と
人
と
の
繋
が
り

の
中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
事
で

す
。在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、友
人

を
大
切
に
し
、
そ
し
て
自
分
自
身

の
目
標
に
向
か
っ
て
、
人
生
の
歩

み
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、同
窓
会
で
す
が
、三
年
間

「
同
窓
の
夕
べ
」も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
為
に
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
復
活
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。第
十
三
回
の
卒

業
記
念
植
樹
を
同
窓
会
林
で
行
い

「
ナ
ナ
カ
マ
ド
」を
植
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。赤
い
実
が
つ
く
と
思
い

ま
す
。又
、昨
年
よ
り
五
年
に
一
度

継
続
し
て
き
た
同
窓
会
名
簿
の
作

成
は
、
卒
業
し
て
い
く
皆
さ
ん
に

は
大
切
な
も
の
と
思
わ
れ
、
役
員

会
に
て
新
同
窓
会
名
簿
を
作
成
す

る
事
と
な
り（
株
）サ
ラ
ト
さ
ん
の

協
力
の
も
と
作
成
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。何
卒
、同
窓
生
の
皆
様
に

は
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
御
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

深
川
市
内
、
近
隣
町
で
の
少
子

化
は
御
多
分
に
漏
れ
ず
生
徒
数
の

減
少
傾
向
が
続
き
そ
う
で
す
。

国
の
少
子
化
対
策
も
聞
こ
え
て
き

ま
す
が
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
事
を
感
じ
つ
つ
同
窓
生

の
皆
様
に
は
母
校
に
対
し
て
の
思

い
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
共
御
指
導

御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、

令
和
五
年
の
同
窓
会
会
報「
湧
雲
」

十
四
号
で
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

参
加
者
：

　

轡
田
会
長
・
堀
川
・
岡
部
・
末
松
・

　

石
川
（
幸
）・
山
田
・
南
・
妻
神
・

　

石
川
（
雅
）・
竹
林
・
溝
口

　

数
日
前
か
ら
天
気
回
り
が
良
く
な
か
っ
た

か
ら
決
断
が
出
来
な
い
日
々
が
続
い
た
。余
程

酷
け
れ
ば
延
期
も
あ
り
得
る
か
と
悩
む
日
々

だ
っ
た
が
、
振
替
日
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
こ

と
や
、
や
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
決
行
出
来
そ
う

な
気
が
し
て
強
行
す
る
こ
と
に
し
た
。雨
で
秋

作
業
が
出
来
な
い
状
態
だ
と
生
徒
が
来
る
ま

で
の
待
ち
時
間
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
委
員
の

み
な
さ
ん
の
集
合
時
間
を
遅
ら
せ
た
。

　

晴
は
な
い
と
し
た
ら
軽
ト
ラ
に
積
み
込
む

準
備
品
が
雨
、
小
雨
、
曇
な
ど
に
対
応
し
な
け

れ
ば
い
け
な
く
な
り
軽
ト
ラ
で
は
間
に
合
わ

ず
、
2
ｔ
の
箱
車
に
し
た
ら
積
み
込
む
の
に
前

日
の
午
後
か
ら
の
準
備
と
な
っ
た
。

　

準
備
の
関
係
か
ら
9
：
30
到
着

　

石
碑
の
通
路
か
ら
会
場
ま
で
歩
く
よ
り
道

路
傍
の
斜
面
を
上
が
る
方
が
雨
に
当
た
ら
ず

に
済
む
と
判
断
。岩
で
凸
凹
し
て
い
る
広
場
の

安
全
を
考
え
て
南
委
員
と
小
雨
の
中
の
階
段

作
り
。斜
面
を
階
段
状
に
ス
コ
ッ
プ
で
削
り
植

樹
会
場
の
足
元
の
山
石
を
鉄
棒
で
掘
り
起
し

斜
面
に
積
み
上
げ
て
い
っ
た
。急
場
し
の
ぎ
の

階
段
な
の
で
後
日
も
っ
と
き
ち
ん
と
積
み
上

げ
る
予
定
。委
員
が
順
次
到
着
、
手
分
け
し
て

作
業
に
入
る
。記
念
植
樹
の
準
備
は
植
樹
の
穴

掘
り
、
添
え
木
立
て
、
記
念
プ
レ
ー
ト
支
柱
の

打
ち
込
み
、雨
対
応
の
テ
ン
ト
２
張
り
を
設
置
。

　

枝
折
れ
し
た
桜
は
会
場
の
正
面
で
昨
年
植

え
替
え
し
た
一
番
の
メ
イ
ン
の
場
所
に
あ
る

の
で
北
側
の
斜
面
に
移
動
す
る
こ
と
に
し

た
。竹
林
委
員
が
移
植
先
ま
で
の
草
刈
り
を
行

う
。桜
の
移
植
の
為
、
二
手
に
分
か
れ
て
移
植

先
の
穴
掘
り
と
再
植
樹
、
又
別
組
は
撤
去
し
た

跡
に
冬
囲
い
と
チ
ュ
ー
ガ
ー
ド
を
巻
い
て
か

ら
新
し
い
桜
の
苗
木
を
植
え
る
作
業
を
行
う
。

　

準
備
作
業
中
に
小
雨
が
降
り
始
め
、
山
全
体

が
霧
に
包
ま
れ
て
会
場
周
辺
し
か
見
え
な
く

な
っ
た
。

　

都
合
で
欠
席
の
坪
田
委
員
長
か
ら
の
差
入

れ
の
趣
旨
を
説
明
し
て
委
員
の
皆
さ
ん
に
お

配
り
し
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
併
せ
て
森
林

組
合
か
ら
の
タ
オ

ル
等
の
お
心
遣
い

も
竹
林
委
員
か
ら

配
布
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
の
作
業
は

11
：
20
頃
ま
で
に

終
了
。

　

生
徒
達
の
到
着

は
11
：
30
過
ぎ
。

昼
食
は
バ
ス
の
中

で
生
徒
に
配
布
。

委
員
各
位
も
各
々

配
布
し
て

本
日
の
事

情
を
了
解

し
て
も

ら
っ
た
。

今
日
は
植

樹
が
出
来

な
い
か
も

し
れ
な
い

と
伝
え
た

が
植
樹
会

場
で
記
念

写
真
だ
け
は
撮
り
た
い
の
で
即
席
の
階
段
の

傍
に
バ
ス
を
横
付
け
に
し
て
も
ら
っ
て
足
元

に
気
を
付
け
な
が
ら
岩
の
階
段
を
上
が
っ
て

も
ら
っ
て
テ
ン
ト
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

バ
ス
は
展
望
台
で
方
向
転
換
の
為
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
間
に
集
合
写
真
を
写

し
た
の
だ
が
降
っ
て
い
た
雨
も
生
徒
達
が
テ

ン
ト
の
中
に
入
っ
て
挨
拶
や
説
明
を
し
て
い

る
間
に
幸
運
に
も
雨
の
気
配
の
な
い
状
況
に

な
っ
た
し
、
会
場
周
辺
の
霧
も
晴
れ
て
き
た

し
、
気
温
も
あ
っ
た
し
、
生
徒
達
か
ら「
植
え
た

い
」と
言
う
希
望
出
て
き
た
の
で
ぐ
ち
ゃ
ぐ

ち
ゃ
に
な
り
か
け
て
足
元
が
汚
れ
る
け
れ
ど

急
遽
植
樹
を
す
る
こ
と
に
し
て
無
事
事
業
は

お
こ
な
う
事
が
出
来
た
。予
定
通
り
に
進
行
し

な
い
今
回
の
植
樹
だ
っ
た
が
満
足
の
い

く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

天
候
ば
か
り
気
に
し
て
学
校
長
か
ら

の
ご
挨
拶
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。大
変
申

し
訳
な
く
お
も
っ
て
い
る
。バ
ス
は
無
事

出
発
。委
員
は
後
片
付
け
を
し
て
お
弁
当

を
食
べ
る
暇
も
な
く
下
山
し
た
。下
山
途

中
か
ら
ウ
イ
ン
ド
ウ
ガ
ラ
ス
に
雨
粒
が

当
た
り
だ
し
た
。幸
運
を
感
じ
な
が
ら
も

天
気
予
報
が
当
た
っ
て
い
る
よ
う
で
当

た
っ
て
い
な
い
よ
う
な
現
実
に
何
か
に

応
援
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
感

覚
の
一
日
と
な
っ
た
。

深
川
西
高
等
学
校

同
窓
会
会
長

轡
田　

光
章

第
13
回
卒
業
記
念
植
樹
報
告�

２
０
２
２
／
10
／
10

「
２
０
２
３
年
の  

新
し
い
年
を
迎
え
て
」
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宿
泊
研
修

　

4
月
26
、
27
日
の
１
泊
２
日
、
ネ
イ
パ

ル
深
川
で
新
１
年
生
の
宿
泊
研
修
を
開

催
。様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
の

団
結
が
図
ら
れ
、
そ
の
後
の
コ
ー
ラ
ス

大
会
や
学
校
祭
な
ど
の
準
備
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
大
会

　

5
月
12
日（
木
）、
深
川
市
文
化
交
流

ホ
ー
ル
み
・
ら
い
で
3
大
行
事
の
１

つ
、
コ
ー
ラ
ス
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
自
由
曲
の
合

唱
、
学
年
ご
と
に
課
題
曲
を
行
う
学
年

合
唱
、
そ
し
て
全
校
生
徒
で
気
持
ち
を

１
つ
に
し
て
歌
う
全
校
合
唱
が
あ
り
、

ど
の
合
唱
も
気
持
ち
の
入
っ
た
す
ば
ら

し
い
歌
声
と
な
り
ま
し
た
。

３
学
年
課
題
研
究

　

探
究
テ
ー
マ
発
表
記
者
会
見

　

6
月
13
日（
月
）、
3
学
年
が
実
施
し

て
い
る
課
題
研
究
の
、
各
班
の
テ
ー
マ

や
進
め
方
に
つ
い
て
発
表
を
行
う「
探

究
テ
ー
マ
発
表
記
者
会
見
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

3
年
生
は
、
医
療
や
福
祉
、
保
育
な
ど

進
路
に
関
係
し
た
研
究
や
、
建
設
予
定

施
設
の
活
用
ア
イ
デ
ア
、
北
空
知
の
活

性
化
策
な
ど
地
域
を
題
材
と
し
た
研
究

な
ど
な
ど
、
多
彩
な
切
り
口
で
発
表
を

行
い
、
質
疑
を
通
し
て
今
後
の
探
究
内

容
を
修
正
す
る
機
会
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
２
年
生
は
記
者
に
な
り
き
り

質
問
、
１
年
生
は
会
見
の
見
学
を
行
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
来
年
度
以
降
に
向

け
て
、「
課
題
研
究
」と
は
何
か
を
理
解

し
て
い
く
も
の
で
す
。

今
年
も
地
元
企
業
と

　

高
校
生
を
Ａ
Ｉ
で
マ
ッ
チ
ン
グ

　

市
次
世
代
人
材
確
保
対
策
協　

深
西

高
２
年
生
が
14
事
業
所
を
訪
問

　

市
や
市
商
工
会
議
所
、
北
空
知
信
用

金
庫
、
深
川
建
設
業
協
会
で
構
成
す
る

深
川
市
次
世
代
人
材
確
保
対
策
協
議
会

は
７
月
20
日
、
就
職
情
報
大
手
の「
マ
イ

ナ
ビ
」（
東
京
）が
展
開
す
る
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
企
業
紹
介
サ
イ
ト「
Ｌ
ｏ
ｃ
ｕ

ｓ（
ロ
ー
カ
ス
）」を
使
っ
た
高
校
生
対

象
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
し

た
。深
川
西
高
の
２
年
生
64
人
が
、
Ａ
Ｉ

の
適
性
診
断
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
市
内

事
業
所
を
訪
れ
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
は
、
進
学
や

就
職
で
都
市
部
に
流
出
し
が
ち
な
高
校

生
に
対
し
、
地
元
企
業
に
も
目
を
向
け

て
も
ら
い
、
地
域
経
済
の
発
展
や
雇
用

の
安
定
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
同
協
議
会

が
昨
年
に
続
い
て
企
画
。高
校
生
は
、
Ａ

Ｉ
の
分
析
結
果
を
基
に
建
設
会
社
や
医

療
機
関
な
ど
14
事
業
所
に
分
か
れ
て
、

職
場
体
験
を
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
北
空
知
信
用
金
庫（
池
内

英
二
理
事
長
）の
本
店
に
は
５
人
が
訪

れ
た
。信
用
金
庫
の
特
性
や
業
務
内
容

の
ほ
か
、
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。ま
た
、
普
段
で
き
な

い
体
験
を
―
と
、
同
信
金
は
現
金
一
億

円
を
用
意
。生
徒
た
ち
は
め
っ
た
に
見

な
い
大
金
に
驚
き
な
が
ら
、
記
念
写
真

な
ど
を
撮
っ
て
い
た
。

（
北
空
知
新
聞
社
提
供
）

体
育
祭

　

8
月
25
日
、
雨
天
の
た
め
延
期
さ
れ

た
体
育
祭
を
無
事
開
催
。7
種
目
の
競

技
に
体
力
と
気
力
の
限
り
を
尽
く
し
、

ク
ラ
ス
で
一
致
団
結
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
の
青
春
を
燃
や
し
ま
し
た
。

カ
タ
リ
場

　

大
学
生
と
の
交
流
を
通
し
、
高
校
生

に
今
後
の
進
路
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
カ

タ
リ
場
」が
11
月
9
日
、
深
川
西
高（
間

義
浩
校
長
）で
行
わ
れ
た
。約
１
年
後
の

進
路
選
択
を
控
え
た
２
年
生
が
、
同
校

の
卒
業
生
を
含
む
大
学
生
の
経
験
談

な
ど
に
耳
を
傾
け
、
自
分
自
身
と
向
き

合
っ
た
。

　

首
都
圏
の
大
学
生
が
中
心
と
な
っ
て

２
０
０
１
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
カ
タ

リ
場
」は
、
大
学
生
を
中
心
と
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
高
校
生
の
本
音
を
引
き
出

し
、
将
来
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て

も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。北
海
道
で
は
、
札

幌
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人「
い
き
た

す
」（
江
口
彰
代

表
理
事
）が
各

地
の
中
・
高
校

で
開
催
し
て
い

る
。

　

こ
の
日
は
、

道
内
の
大
学
に

通
う
ス
タ
ッ
フ

25
人
が
参
加
。

こ
の
う
ち
5
人

が
、
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
手

に
、
自
分
の
こ

れ
ま
で
の
人
生

や
学
校
生
活
、

大
学
受
験
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
紙
芝
居
形

式
で
紹
介
し
た
。

　

引
き
続
き
、
３
～
４
人
の
高

校
生
の
グ
ル
ー
プ
に
大
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
入
り
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
。ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、今
の
自
分
に
対
す

る
満
足
度
や
将
来
の
目
標
な
ど

を
専
用
の
シ
ー
ト
に
記
し
た
。

　

今
回
の
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
に

は
、
自
身
も
同
校「
カ
タ
リ
場
」

に
参
加
し
た
卒
業
生
２
人
が
名

を
連
ね
た
。そ
の
う
ち
の
１
人

で
、
小
樽
商
大
２
年
の
阿
部
汰

樹
さ
ん
は「
僕
自
身
も
、
こ
の

『
カ
タ
リ
場
』が
将
来
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
し
、
大
学

生
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
。僕
た
ち
の
話
が
高
校

生
の
心
に
届
け
ば
、
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

（
北
空
知
新
聞
社
提
供
）

学
校
行
事

学
校
行
事

令和３年度卒業生進路動向
進　路 男子 女子 合計 前年度

進

学

国公立大学 4 1 5 5
私立大学 6 7 13 15
短期大学 4 14 18 17
専門学校 8 17 25 22
高等看護学院 0 7 7 5
准看護学校 1 1 2 0
文部科学省管轄外大学 0 0 0 1

就
職
公務員 1 2 3 3
民間企業 7 3 10 7
自営・家業従事 0 0 0 0
その他・未定 1 0 1 2
合　　計 32 52 84 77
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陸
上
競
技
部
概
史

　

本
年
、
昭
和
四
十
三
年
。北
空
知
地
区

大
会
に
お
い
て
男
女
共
に
優
勝
、
男
子
は

三
十
八
年
以
来
六
連
勝
を
果
し
、
全
道
大

会
に
二
十
名
の
部
員
を
送
り
込
み
ま
し

た
。全
道
大
会
で
は
、
吉
沢（
百
十
Ｍ
Ｈ
、

五
種
競
技
一
位
）、
本
宮（
円
盤
投
四
位
）

高
桑（
三
段
跳
六
位
）、
高
橋（
八
十
Ｈ
、

五
種
競
技
一
位
）が
活
躍
し
た
全
道
大
会

と
な
り
、
往
年
の″
陸
上
深
川
高
校
〟の
伝

統
を
誇
示
し
ま
し
た
。今
な
お
全
道
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
第
一
回
優
勝
校
と
し
て

名
を
つ
ら
ね
て
い
る″
深
川
高
校
〟の
血

は
現
在
の
部
員
に
ま
で
引
き
継
が
れ
脈

打
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
、
こ
の
頃
の

陸
上
部
の
草
分
け
と
云
っ
て
良
い
人
々

に
、
舛
岡
、
日
暮
、
吉
田
、
名
取
川（
現
・

札
幌
名
取
川
靴
店
社
長
）、
柴
田
の
諸
氏

が
居
り
、
針
金
屋
先
生
の
指
導
の
下
で

現
在
の
競
技
部
の
土
台
を
作
り
上
げ
、

小
樽
で
の
全
道
大
会
に
も
出
場
し
た
。

つ
づ
い
て
輝
か
し
い
全
道
制
覇
の
年
が

く
る
。富
原
、久
保（
現
・
宮
城
県
教
委
）、

皆
川（
現
・
室
蘭
清
水
高
教
）、松
井（
現
・

深
川
市
松
井
商
店
）、
小
田（
佐
呂
間
病
院

長
）小
野
、金
山（
医
博
）、杉
田
、宮
部
、咄

下（
現
・
検
事
）、鈴
木（
札
幌
市
議
）、真
鍋

（
道
新
）、
沼
田
、
加
藤
の
諸
氏
が
続
々
輩

出
し
活
躍
。全
道
優
勝
は
昭
和
二
十
三
年

八
月
二
十
八
日
、
北
見
で
の
第
一
回
高
等

学
校
陸
上
競
技
大
会
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
の
事
は
宮
岸
氏（
富
士
屋
旅

舘
）、
あ
る
い
は
大
島
氏（
旭
川
陸
協
）な

ど
が
現
在
の
陸
上
界
を
語
る
時
に
胸
を

張
っ
て
話
さ
れ
ま
す
。ひ
き
つ
づ
き
鈴
木

（
素
）、管
野
、高
砂
、山
田（
時
）、杉
田
、辻

井
、関
口（
滝
川
京
屋
）、佐
々
木（
虎
）（
旭

川
竜
谷
高
教
）、
鈴
木（
隆
）、
上
原
、
高
橋

氏〔
札
幌
静
修
高
教
〕と
強
力
な
時
代
が

続
く
。昭
和
二
十
六
年
、
高
橋
氏
は
槍
投

げ
で
菅
野
氏
は
走
高
跳
で
そ
れ
ぞ
れ
全

道
三
位
に
入
賞
し
全
国
大
会
へ
出
場
。昭

和
三
十
一
年
、
東
西
分
離
後
初
の
女
子
部

が
結
成
さ
れ
、
男
女
共
に
優
勝
。男
子
で

は
外
山
、
森（
富
良
野
高
教
）、
柴
田
の
諸

氏
。女
子
の
忠
、高
畑
氏
が
健
闘
、特
に
忠 

孝
子
の
名
は
全
道
に
と
ど
ろ
く
。三
十
二

年
に
は
高
田（
弟
子
屈
高
教
）氏
が
ハ
ン

マ
ー
で
、
女
子
の
伊
藤
氏
が
砲
丸
で
そ
れ

ぞ
れ
全
道
入
賞
を
果
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、向〔
向
運
動
具
店
〕、吉
川
、伊

藤
、
菅
原
氏
等
が
活
躍
。伊
藤
氏
は
ハ
ン

マ
ー
投
で
全
道
入
賞
。三
十
八
年
に
な
る

と
新
野
が
女
子
百
Ｍ
で
二
位
、
吉
沢
も
女

子
砲
丸
で
一
位
と
こ
の
年
、
全
道
大
会
女

子
総
合
三
位
と
な
る
。石
窪
、田
緑
、宇
佐

美
、
塚
田
等
の
活
躍
も
あ
っ
て
、
四
十
一

年
に
は
寺
下
が
棒
高
跳
で
四
位
、
吉
沢
が

百
十
Ｈ
で
、
高
橋
が
八
十
Ｈ
で
そ
れ
ぞ
れ

六
位
と
全
道
入
賞
。こ
の
頃
に
な
る
と
毎

年
地
区
大
会
で
圧
勝
し
、
全
道
大
会
に
は

十
五
～
十
八
名
が
参
加
し
て
い
る
。

　

昨
年
四
十
二
年
に
は
吉
沢
、
高
橋
が
好

記
録
を
出
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
ひ

き
つ
づ
き
埼
玉
国
体
に
出
場
し
、
高
橋

は
八
十
Ｈ
の
決
勝
に
進
出
し
て
七
位
と

な
っ
た
。こ
の
時
、
前
記
し
た
久
保
氏
が

宮
城
県
の
監
督
と
し
て
来
て
お
ら
れ
、

「
深
川
西
高
の
名
を
見
て
非
常
に
懐
か
し

く
感
激
し
ま
し
た
」と
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
て

く
れ
ま
し
た
。全
道
の
コ
ー
チ
と
し
て
参

加
さ
れ
て
い
た
鈴
木
氏
と
も
何
十
年
振

り
か
の
対
面
も
あ
っ
て
、
先
輩
と
は
あ
り

が
た
い
も
の
だ
な
あ
と
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。鈴
木
氏
、
関
口
氏
あ
る
い
は
向
氏

等
に
は
陸
上
部
を
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ

て
居
り
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
強
力
な

先
輩
、
後
輩
が
続
く
事
と
信
じ
て
居
り
ま

す
。

　

私
か
着
任
し
て
以
来
六
年
間
、
連
続

し
て
１
位
を
守
っ
た
種
目
に
千
六
百
Ｍ

Ｒ
が
あ
り
ま
す
。高
松
、
内
海
、
斎
藤
、
池

田
、室
田
、相
原
、佐
々
木（
貴
）、佐
々
木

（
孝
）等
の
健
脚
は
特
筆
に
値
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

中
学
時
代
に
陸
上
競
技
の
経
験
の
無

い
生
徒
が
大
多
数
で
も
彼
ら
に
は
強
い

信
念
と
夢
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
三
年
目

を
迎
え
た
時
に
は
心
身
と
も
に
立
派
に

成
長
し
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

若
輩
の
私
が
深
西
陸
上
部
の
歴
史
を

語
る
に
は
余
り
に
僭
越
と
は
思
い
ま
し

た
が
書
き
綴
っ
て
み
ま
し
た
。欠
か
せ
な

い
人
の
名
前
が
も
れ
て
い
た
り
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
資
料
が
全
然
な

い
状
態
で
す
の
で
御
許
し
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
日
も
真
夏
の
陽
を
は
ね
か
え
す
よ

う
に
部
員
は
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

（
顧
問
、竹
田
憲
司
・
記
）

◎ 大会出場激励会母校支援事業

2022年１月25日 2022年５月31日 2022年７月22日

2022年９月５日 2022年12月21日

往
時
を
振
り
返
る

往
時
を
振
り
返
る

深
川
西
校
30
周
年
記
念
誌　

昭
和
43
年
９
月
５
日
発
行
よ
り
転
載

原
文
の
ま
ま
で
す
の
で
肩
書
は
昭
和
43
年
当
時
の
も
の
で
す
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　開催予定だった第23回の同窓の夕べは参加者が多数になることからどうしても感染対策が難しく、新型コロナ
の感染拡大防止の為に再び中止となりました。依然として状況は好転せず、ワクチン接種は進んだもののいまだ
に治療薬の決め手がなく見通しがつかないことから開催を早々に断念しました。インフルエンザと同様に常在す
る予想ですから将来を見通しても発生は終息する見込みはありません。今後は共生していくことになりそうです。
　遂に３回延期となり令和５年は何としても開催したいものと願っています。延期となっても、実行委員長はそ
のままスライドします。残念ですがご理解ください。

同窓の夕べ再々中止に…

　第65回コーラス大会が５月12日に開催された。会場は「み・らい」一般
参加なし。ピアノ伴奏が少なくなったとある。これはこれで楽しみではあ
るが近年拝聴出来ていない。

　当日の注意事項です。参考までに…。
　　•　携帯電話はマナーモードにするか、電源を切ってください。
　　•　朝の検温で発熱があった場合、大会には参加出来ません。
　　•　入館時は入り口で手指消毒を行ってください。
　　•　館内は土足ですが、ステージ上では上靴を履いて登壇してください。
　　•　館内は飲食禁止ですが、水分補給はロビーでのみ行うことが出来ます。
　　•　ハイタッチは行わないでください。

　　以下、当日のしおりから転載

コーラス大会にあたって
校　長　間　　義浩

　昨年度は、コロナ禍にありながらも、皆さんの創意工夫と
協力により、深西三大行事をやりとげました。コーラス大会
は三大行事の中でも最初に行なわれ、コロナ前のような保護
者等への公開はできませんでしたが、皆さんの思いが込もっ
た素晴らしい内容だったことを覚えています。
　本大会は、クラスの交流と親睦を図り、より良い発表を目
指す活動の中で協調的な集団づくりを行い、今後の学校生活
に生かすことが目的です。生徒会執行部をはじめとする皆さ
んの、これまでの取組に敬意を表するとともに、この目的の
達成を期待します。
　そして、立夏を過ぎ若葉萌えるこの季節と相まって、皆さ
んの素晴らしいハーモニーが参加者全員の心を響かせること
を願っています。

挑　戦
学芸委員長　傳里　心結

　深西の三大行事である年度初めてのコーラス大会がいよい
よ始まります！
　今年度はＨＲコーラスと全校合唱の他に、学年コーラスが
あります。また、ＨＲコーラスではピアノ伴奏ありのクラス
が例年よりも少なく、アカペラのクラスが多いのでひと味
違ったコーラス大会になると思います。８日間という短い練
習期間の中で、皆さんが一生懸命練習していたことがとても
印象に残っています。ＨＲコーラス以外にも学年コーラスの
表彰もありますので全力を出して頑張りましょう！
　昨年度と同様に、今年度も新型コロナウイルスの感染予防
対策を行っての実施となってしまいましたが、少しでも皆さ
んの良い思い出になると嬉しいです！
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（
カ
ッ
コ
内
は
情
報
提
供
者
・
敬
称
略
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
で
三
年
間
も
情

報
も
更
新
で
き
て
い
ま
せ
ん
。い
ま
だ
に
警

戒
感
が
先
行
し
ど
の
期
も
開
催
し
た
情
報

は
入
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。ま
こ
と
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
引
き
続
き
前
号
の
一
部

を
修
正
し
て
再
掲
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を

お
許
し
く
だ
さ
い
。但
し
、
四
年
に
一
度
し

か
お
送
り
し
て
い
な
い
方
も
い
ま
す
の
で

そ
の
方
々
に
は
こ
れ
で
も
新
し
い
情
報
か

と
思
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
旧
中
一
期
】

　

先
輩
も
九
十
七
歳
の
年
齢
に
な
り
、
連

絡
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
自
然
消
滅
。

【
旧
中
二
期
】（
旧
制
深
中
２
期
会
）

　

ご
存
命
で
あ
れ
ば
九
十
六
歳
で
す
が
さ

す
が
に
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
。
平
成
十
四

年
を
最
後
に
同
期
全
員
の
開
催
を
取
り
や

め
と
し
以
後
二
～
三
年
ご
と
に
有
志
で
開

催
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
さ
ら
に
高
齢

に
な
り
、
開
催
な
し
。
情
報
提
供
者
も
い

な
い
状
況
で
す
。。

【
旧
中
三
期
】（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）

　

九
十
五
歳
で
す
ね
。
連
絡
の
取
れ
そ
う

な
方
も
い
ま
す
が
…
。

　

平
成
七
年
卒
業
五
十
周
年
を
期
し
て
「
俺

の
足
音
」（
Ｂ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
）
の
記

念
誌
を
発
刊
。
十
七
年
に
は
卒
業
六
十
周
年

記
念
誌
「
俺
の
一
言
」（
Ｂ
５
判
93
ペ
ー
ジ
）

を
制
作
。
十
九
、二
十
、二
十
一
、二
十
二

も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
危
ぶ
ま
れ
た

二
十
三
年
、
二
十
四
年
も
十
月
に
開
催
。

二
十
五
年
十
月
開
催
を
最
後
と
し
て
区
切

り
を
つ
け
た
。

【
旧
中
四
期
】（
旧
制
深
中
４
期
生
）

　

九
十
四
歳
。平
成
十
五
年
と
二
十
年　

故
・

中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
（
ふ
れ
あ

い
会
館
）
集
ま
っ
た
の
が
最
後
と
か
。

【
旧
中
五
期
】（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）

　

十
五
年
鎌
倉
。十
六
年
函
館
。十
七
年
札

幌
。十
八
年
美
唄
。十
九
年
六
月
深
川
。十
月

台
湾
へ
修
学
旅
行
。二
十
年
に
は
開
校
七
十

周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典
終
了
後
開

催
。二
十
一
年
以
降
は
津
田
氏
が
亡
く
な
っ

た
た
め
、
札
幌
・
平
林
さ
ん
が
後
を
引
継
ぎ

札
幌
で
集
っ
て
い
た
が
、
集
ま
る
の
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
た
め
二
十
七
年
に
記
念
の

エ
ッ
セ
イ
集
を
二
集
出
版
し
た
。

〈
一
期
〉

　

九
十
二
歳
。
平
成
六
年
岩
見
沢
市
、
七

年
滝
川
市
、
八
年
幌
新
温
泉
一
泊
、
九
年

箱
根
・
東
京
二
泊
、
十
年
深
川
市
、
十
一

年
定
山
渓
温
泉
、
十
二
年
滝
川
、
十
三
年

岩
見
沢
。
十
四
年
深
川
、
十
五
年
札
幌　

十
六
年
滝
川
、
十
七
年
札
幌
開
催
を
最
後

に
取
り
や
め
。
以
後
開
催
な
し
。

〈
二
期
〉

（
旧
制
中
学
７
期
・
深
川
西
高
２
期
の
集
い
）

　

令
和
五
年
に
は
九
十
一
歳
。
毎
年
秋
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
東
京
、
札
幌
、
深

川
持
ち
回
り
。
十
二
年
は
卒
業
五
十
年
で

札
幌
、
十
三
年
は
ホ
タ
ル
館
、
十
四
年
は

東
京
、
十
五
年
は
札
幌
、
十
六
年
は
深
川
。

二
十
年
「
喜
寿
の
集
い
」
を
も
っ
て
期
友

の
会
を
打
ち
上
げ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
東
、
関
西
、
北
海
道
全
域
か
ら
同
志
が

集
ま
り
一
泊
で
温
泉
旅
行
を
開
催
、
二
十

名
参
加
。�

（
大
久
保
博
夫
）

〈
三
期
〉

　

九
十
歳
に
突
入
。
東
京
で
は
毎
年
開
催

し
て
い
た
が
…
。
連
絡
取
れ
ず
。
往
時
は

札
幌
も
随
時
開
催
し
て
い
た
が
‥
。
深
川

は
三
名
い
た
が
、
い
ず
れ
も
元
気
な
し
。

平
成
十
二
年
を
最
後
に
開
催
し
て
い
な
い
。

�

（
大
鎌　

幸
雄
）

〈
四
期
〉（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）

�

代
表
・
宮
脇　
　

敬

　

札
幌（
北
斗
会
）は
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は

毎
月
集
ま
っ
て
親
睦
を
深
め
無
事
を
確
認

し
励
ま
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。十
六
年
札
幌

は
六
月
、
東
京
・
四
葉
会
は
一
月
に
開
催
。

十
七
年
は
六
月
札
幌
、
十
八
年
札
幌
開
催
。

十
九
年
五
月
定
山
渓
で
、
卒
業
五
十
五
年
で

偶
然
に
も
五
十
五
名
が
参
加
。二
十
年
六
月

札
幌
。二
十
二
年
六
月「
喜
寿
を
祝
う
同
期

会
」を
開
催
。同
期
生
全
員
に
案
内
す
る
の

は
こ
れ
が
最
終
回
で
し
た
が
二
十
三
年
六

月
二
十
日
開
催
。二
十
四
年
も
六
月
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。以
後
高
齢
の
為
残
念
で
す

が
集
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
五
期
〉

　

不
定
期
開
催
。
最
近
は
開
催
な
し
。

�

（
南　
　
　

進
）

〈
六
期
〉（
西
高
29
会
）

�

代
表
・
永
野　

慶
昭

　

八
十
七
歳
と
な
り
ま
し
た
。
深
川
支
部

は
二
九
会
な
の
で
毎
年
六
月
二
十
九
日
に

開
催
し
て
毎
年
旅
行
を
実
施
し
た
り
昼
食

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
総
意
を
得
て
解

散
い
た
し
ま
し
た
。
札
幌
勢
は
年
に
六
回

集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

全
体
で
の
開
催
は
十
七
年
で
の
札
幌
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。�
（
永
野　

慶
昭
）

〈
七
期
〉（
深
西
７
期
同
期
会
）

�

代
表
・
手
島　
　

克

　

三
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
。
十
四
年
深
川
で

開
催
、
板
倉
に
六
十
人
参
加
。
十
七
年
は

五
十
年
を
札
幌
に
て
八
月
開
催
、
五
十
人

参
加
。
二
十
年
旭
川
。
二
十
三
年
九
月
五

日
深
川
で
開
催
。
二
十
六
年
九
月
札
幌
開

催
。
二
十
七
年
、
二
十
八
年
と
深
川
で
連

続
開
催
。
令
和
元
年
五
月
十
二
日
最
後
の

同
期
会
を
札
幌
に
て
開
催
三
十
四
名
。
今

後
は
各
地
で
随
時
ミ
ニ
同
期
会
を
開
催
し

て
い
く
予
定
。�

（
手
島　
　

克
）

〈
八
期
〉

　

不
定
期
開
催
。
二
十
年
六
月
札
幌
第
一

ホ
テ
ル
で
開
催
。
高
齢
と
な
り
最
後
の
同

期
会
と
言
う
こ
と
で
六
十
五
名
参
加
。
そ

れ
以
後
は
各
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
が
少
人

数
で
開
催
。
二
十
一
年
八
月
深
川
在
住
者
。

令
和
元
年
九
月
に
は
札
幌
で
開
催
し
た
。

�

（
清
水　

義
弘
）

〈
九
期
〉

　

八
十
四
歳
。
十
年
深
川
・
十
二
年
旭
川
・

十
四
年
札
幌
・
十
六
年
北
竜
。
十
八
年
東

京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て
十
九
年

秋
に
定
山
渓
、
小
樽
。
十
九
年
三
月
深
川

在
住
者
で
開
催
。
二
十
年
九
月
深
川
開
催
・

「
ゆ
う
＆
ゆ
」
に
四
十
七
名
。
二
十
三
年

九
月
四
日
沼
田
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
全
体

の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
四
年

五
月
八
日
、
東
京
方
面
で
ミ
ニ
同
期
会
。

五
月
九
日
市
内
在
住
者
の
ミ
ニ
同
期
会
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会
を
開
催
。
秋
に
は
東

京
で
全
体
の
同
期
会
を
開
催
。
二
十
五
年

は
七
月
十
日
旭
川
で
開
催
。
二
十
六
年
十

月
十
五
～
十
六
日
鬼
怒
川
温
泉
で
二
十
三

名
参
加
開
催
。
二
十
七
年
は
開
催
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
毎
年
北
空
知
・
旭
川
方
面
在

住
者
で
同
期
会
開
催
、
一
昨
年
、
昨
年
に

引
き
続
き
令
和
二
年
九
月
に
予
定
も
コ
ロ

ナ
禍
に
沈
む
。�

（
倉
嶋　

克
郎
）

〈
十
期
〉（
深
川
西
校
第
十
期
同
期
会
）

�

代
表
世
話
人
・
高
橋　

国
雄

　

十
五
年
六
月
に
四
十
五
周
年
記
念
と
し

て
北
広
島
で
開
催
。
二
十
三
年
十
月
二
十

日
定
山
渓
温
泉
に
て
五
十
八
名
の
参
加
で

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
二
十
六
年
十
月

十
八
日
～
十
九
日
札
幌
に
て
開
催
。
参
加

者
四
十
五
名
。
三
十
年
七
月
三
～
四
日
に

札
幌
第
一
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
六
十
周
年
を

最
終
と
し
て
開
催
し
た
。�

（
星
野　

友
雄
）

〈
十
一
期
〉

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、

十
六
年
は
八
月
札
幌
七
十
名
。
十
八
年
十

月
深
川
で
開
催
。
二
十
年
札
幌
。
二
十
七

年
深
川
で
開
催
。�

（
中
井
幸
太
郎
）

〈
十
二
期
〉（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
、
参

加
五
十
八
名
。
十
八
年
小
樽
に
て
開
催
。

二
十
二
年
六
月
深
川
に
て
開
催
。

〈
十
三
期
〉（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）

�

代
表
・
吉
川　
　

保

　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設　

Ｍ
Ｌ
（
倉
山
昭
男
）

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開

催
、
板
倉
。
二
十
年
開
催
。
二
十
二
年
六

月
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で
開
催
。

二
十
八
年
七
月
札
幌
で
開
催
。
三
十
年
六

月
三
十
日
、
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」

で
開
催
。�

（
佐
藤　

豊
秀
）

〈
十
四
期
〉

　

十
六
年
五
月
還
暦
同
期
会
を
開
催
。
深

川
ホ
テ
ル
。
二
十
年
二
月
天
人
峡
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
。
二
十
一
年
九
月
十
三
日
深
川
に

て
開
催
。
同
期
生
七
十
六
人
、
恩
師
三
名
。

二
十
四
年
九
月
十
三
日
札
幌
支
部
に
よ
る

発
起
人
で
開
催
。
二
十
七
年
一
月
、
新
年

会
を
札
幌
で
。
深
川
近
郊
同
期
昼
食
会
を

二
十
八
年
五
月
、
九
月
に
開
催
。
首
都
圏

同
期
会
を
二
十
八
年
十
月
に
開
催
。

�

（
堀
川　

勝
之
）

〈
十
五
期
〉（
深
西
38
会
）

　
　
　

代
表
・
菅
原　

明
義

�

札
幌
・
吉
田　
　

裕
、
檜
山　

秀
紀

　

以
前
は
五
年
毎
に
開
催
し
て
い
た
が
間

隔
が
狭
ま
っ
た
。十
年
は
十
一
月
、
十
五
年

は
札
幌
で
開
催
。十
七
年
十
月
九
日
開
催
。

十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。二
十
一
年
十
月
定

山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、
六
十
三
名

が
出
席
。二
十
六
年
に
古
希
の
祝
い
で
開

催
。喜
寿
は
三
十
一
年
な
の
で
、
開
催
予
定

で
す
。札
幌
三
十
八
会
は
偶
数
月
に
定
例
懇

親
会
を
恩
師
田
中
先
生
を
囲
み
継
続
開
催

を
し
て
い
ま
し
た
。�

（
菅
原　

明
義
）

〈
十
六
期
〉（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
星
野　
　

孟

　

五
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎

の
開
催
に
し
ま
し
た
。
二
十
年
九
月
開
催
。

二
十
三
年
十
月
十
日
板
倉
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
卒
業

五
十
年
で
開
催
。

　

二
十
九
年
六
月
深
川
に
て
第
十
一
回
同

期
会
を
開
催
。�

（
星
野　
　

孟
）

〈
十
七
期
〉（
高
17
期
同
期
会
）

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
八
月
板
倉
で

開
催
。
四
年
に
一
回
開
催
が
約
束
だ
が

二
十
七
年
十
月
に
卒
業
五
十
年
に
当
た
り

前
倒
し
開
催
。
毎
年
、
秩
父
別
に
て
一
泊

ゴ
ル
フ
で
親
交
を
深
め
て
い
た
。

�

（
濱
田　

靖
夫
）

〈
十
八
期
〉（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）

�

代
表
世
話
人
・
宮
岸　

徹
二

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
六
十
名
。

二
十
年
十
月
、
冨
士
屋
に
て
開
催
六
十
名
。

東
京
組
は
随
時
開
催
で
二
十
年
は
九
月
。

札
幌
組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、

冬
と
二
回
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
十
月
十
六
日　

札
幌
に
て

開
催
。
二
十
六
年
七
月
十
二
日
開
催
。

二
十
九
年
七
月
八
日
深
川
開
催
。
以
後
コ

ロ
ナ
禍
で
自
粛
中
。
少
人
数
で
は
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。

�

（
深
沢　

倬
子
）

〈
十
九
期
〉（
深
川
西
高
42
会
）

�

代
表
・
千
葉　

憲
一

　

五
年
に
一
回
の
開
催
。
十
七
年
旭
岳
の

ふ
も
と
湧
駒
別
温
泉
で
開
催
。
登
山
も
兼

ね
た
。
二
十
年
は
「
ゆ
ぅ
＆
ゆ
」
で
還
暦

同
期
会
を
十
月
開
催
。
二
十
五
年
九
月

二
十
三
日
北
広
島
に
て
開
催
。
二
十
九
年

五
月
二
十
七
日
北
広
島
に
て
八
十
二
名
の

参
加
で
開
催
。�

（
寺
下　

良
一
）

〈
二
〇
期
〉

（
深
川
西
高
第
20
期
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
児
島　

俊
一

　

四
年
に
一
回
の
夏
期
五
輪
開
催
年
に
合

わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
二
年
六
十

名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）
十
六
年
は
八
月

に
開
催
し
た
。
二
十
年
八
月
深
川
で
開
催
。

東
京
組
は
二
年
毎
に
開
催
。

　

二
十
四
年
八
月
四
日
、
深
川
板
倉
に
て

開
催
、
五
十
九
名
出
席
。
二
十
八
年
八
月

六
日
深
川
開
催
五
十
七
名
。
道
内
在
住
者

の
有
志
で
「
ふ
れ
愛
・
語
り
合
い
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
年
三
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
八
月
三
日
に
開
催
。
年
末
に
札
幌

で
直
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
冬
期
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
は
東
京
で
同
期
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
三
十
年
十
月
に
箱
根

一
泊
で
行
い
ま
し
た
。�

（
小
川　

広
見
）

〈
二
一
期
〉（
西
高
21
期
同
期
会
）

　

十
四
年
八
月
。
十
八
年
八
月
開
催
。

二
十
三
年
八
月
十
三
日
深
川
に
て
開
催
。

四
年
に
一
度
の
開
催
と
決
め
二
十
六
年
九

月
二
十
日
札
幌
に
て
開
催
。
平
成
三
十
年

九
月
札
幌
で
開
催
。
令
和
二
年
七
十
歳
に

な
る
の
で
深
川
で
開
催
予
定
も
延
期
に
つ

ぐ
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

�

（
梶
川　
　

寛
）

〈
二
二
期
〉�

代
表
・
広
上　

和
好

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。参
加
六
十

名（
日
の
出
）。 

二
十
年
八
月
札
幌
開
催
。

二
十
七
年
深
川
で
開
催
。�

（
松
原　

和
男
）

〈
二
三
期
〉�

代
表
世
話
人
・
坪
田　

邦
光

　

十
三
年
八
月
に
三
十
年
を
記
念
し
て
札

幌
に
て
開
催
。
出
席
者
八
十
余
名
。

　

二
十
四
年
六
月
三
十
日
板
倉
に
て
卒
後

四
十
年
を
記
念
し
て
開
催
。
三
十
年
十
月

二
十
日
に
開
校
八
十
周
年
で
校
庭
に
ア
オ

ダ
モ
を
植
樹
し
た
。�

（
轡
田　

光
章
）

〈
二
四
期
〉

　

十
四
年
札
幌
、
十
六
年
六
月
深
川
（
日

の
出
）
に
て
開
催
三
十
五
名
。 

十
七
年
六

月
札
幌
に
て
連
続
開
催
。
二
十
年
六
月
「
ま

あ
ぶ
」
に
て
開
催
。
二
十
五
年
十
月
五
日
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
四
十
一
年

で
開
催
。
八
十
名
出
席
。
現
在
は
二
年
に

一
回
で
開
催
し
て
い
る
。
札
幌
で
三
十
年

十
月
二
十
一
日
に
開
催
六
十
八
名
。
翌
年

の
令
和
元
年
十
一
月
十
六
日
ミ
ニ
同
期
会

開
催　

四
十
一
名

�

（
大
平
由
美
子
）

〈
二
五
期
〉

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催　

七
十
名
参
加
。
二
十
六
年
十
一
月
還
暦
同

期
会
を
札
幌
に
て
開
催
。
参
加
者
八
十
名
。

市
内
在
住
の
同
期
会
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
。�

（
矢
野　

正
樹
）

〈
二
六
期
〉（
49
年
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
渡
辺　
　

純

　

十
六
年
は
卒
業
三
十
年
で
九
月
札
幌
に

て
開
催
、
百
名
参
加
。
同
窓
の
夕
べ
の
実

行
委
員
と
し
て
携
わ
っ
た
の
を
機
に
同
窓

の
夕
べ
の
後
に
同
期
の
集
ま
り
を
持
つ
こ

と
と
し
て
お
り
、
二
十
六
年
は
二
十
人
が

集
ま
り
交
流
し
ま
し
た
。
二
十
九
年
六
月

二
十
四
日
開
催
。
同
窓
会
幹
事
二
十
九
年

度
ま
で
高
瀬
昌
之
、
三
十
～
三
十
一
年
度

は
松
野
正
明
が
担
当
。�

（
松
野　

正
明
）

〈
二
七
期
〉（
深
川
西
高
27
期
同
期
会
）

�

代
表
・
竹
林　
　

均

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
七
十
四
名
参

加
。
令
和
元
年
六
月
二
十
九
日　

八
十
八

名
集
合
。�

（
館
下　

孝
之
）

〈
二
八
期
〉（
第
28
期
同
期
会
）

�
代
表
・
三
ツ
井
隆
博

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月

板
倉
に
て
開
催
。
百
名
を
超
え
る
参
加
あ

り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
第
四
回
目
の
同

期
会
を
二
十
二
年
八
月
札
幌
に
て
開
催
。

二
十
七
年
八
月
深
川
で
開
催
。
九
十
名
出

席
。
令
和
二
年
予
定
は
延
期
、
さ
ら
に
今

年
度
も
延
期
。�

（
増
永　

博
志
）

〈
二
九
期
〉

�

同
期
会
代
表
世
話
人　

新
井　

清
一

同
期
会
Ｈ
Ｐ
：

�
http://nishiko.m

ym
em
ories.jp/

同
期
会
開
催
状
況　

二
〇
一
八
年
十
一

月
二
十
三
日　

還
暦
同
窓
会　

ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
札
幌　

次
回
開
催

予
定
、
六
十
五
歳
に
な
る
二
〇
二
三
（
令

和
五
年
）
さ
て
ど
う
な
る
や
ら
？

�

（
幹
事
・
挽
地　

昌
弘
）

〈
三
〇
期
〉
３
組
学
年
会

�

代
表
世
話
人
・
土
田　

光
子

　

学
年
の
同
期
会
は
無
く
、
三
組
に
少
数

の
他
の
組
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま

す
。�

（
津
田　

恭
史
）

〈
三
一
期
〉（
第
31
期
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。

百
十
名
。

　

卒
業
三
十
年
を
記
念
し
て
二
十
一
年
に

出
席
者
八
十
名
で
開
催
。
二
十
六
年
十
月

に
開
催
。
令
和
元
年
八
月
十
日
開
催　

六
十
二
名
参
加�

（
宮
沢　

孝
司
）

〈
三
二
期
〉（
代
表
世
話
人
・
外
山　

定
男
）

　

二
十
四
年
一
月
二
日
、
板
倉
に
て

二
十
八
年
ぶ
り
に
八
十
五
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。
五
年
経
過
し
た
の

で
開
催
の
方
向
で
し
た
が
‥
。

�

（
三
上　

貴
康
）

〈
三
三
期
〉（
元
気
で
や
っ
て
る
会
）

�

代
表
・
紺
野　

浩
治

　

二
十
三
年
八
月
十
三
日
（
第
四
回
）
板

倉
に
て
開
催
。
二
十
七
年
八
月
（
第
五
回
）

を
板
倉
に
て
開
催
。
四
年
に
一
度
の
開
催

で
す
が
コ
ロ
ナ
で
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

�

（
今
西
真
理
子
）

〈
三
四
期
〉

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

〈
三
五
期
〉

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。

�

（
田
中　

一
幸
）

〈
三
六
期
〉（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
で
十
六
年
一
月
板
倉
に
て

開
催
、
九
十
九
名
参
加
。

　

卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月
に
開

催
。
二
十
三
年
十
月
一
日
に
第
三
回
同
期

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
深
川
西
高
校
（
第

三
十
六
期
生
）
掲
示
板
を
開
設
中
で
す
。

�

（
渡
辺　

哲
男
）

〈
三
七
期
〉

　

十
四
年
に
板
倉
に
て
開
催
。

�

（
佐
藤　

秀
樹
）

〈
三
八
期
〉�

代
表
・
佐
々
木

　

四
年
に
一
度
の
開
催
で
平
成
三
十
一
年

正
月
に
深
川
で
開
催
。�

（
西
口　

健
一
）

〈
三
九
期
〉

　

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参

加
、
四
十
四
名
。

〈
四
一
期
〉（
第
41
期
同
期
会
）

�

代
表
・
佐
藤　

之
彦

　

二
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
二
十
五

年
七
月
十
三
日
。

　

三
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
五
十
八

名　

次
回
は
四
年
後
に
開
催
予
定
。

�

（
佐
藤　

之
彦
）

〈
四
四
期
〉

　

二
十
三
年
一
月
開
催
。
平
成
三
十
一
年

一
月
二
日
開
催
。
四
十
九
名
参
加
。

�

（
吉
住　

仁
陽
）

〈
四
五
期
〉

�

（
日
下　

大
輔
）

〈
四
六
期
〉

　

二
十
三
年
四
月
に
第
一
回
を
板
倉
に
て

開
催
。
当
初
五
十
名
以
上
の
参
加
申
込
が

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
関
係
か

ら
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
関
連
に
勤
務
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で
き
な
く
な
り

四
十
名
余
の
参
加
と
な
っ
た
。

�

（
佐
藤　

自
真
）

〈
五
四
期
〉

　

二
十
三
年
六
月
十
三
日
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ

ネ
ー
ジ
ュ
に
五
十
人
が
集
合
。

�

（
及
川　

賢
一
）

　

毎
度
の
こ
と
で
す
が
ご
協
力
頂
い
た
期

の
幹
事
の
方
や
世
話
人
の
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。記
載
の
情
報
は

前
年
ま
で
の
情
報
に
新
た
な
情
報
を
追
加

し
た
だ
け
の
二
十
四
年
間
の
積
み
重
ね
で

す
。目
新
し
い
情
報
は
数
箇
所
し
か
追
加
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

事
務
局
で
は
記
載
の
期
以
外
は
把
握
で

き
て
居
ま
せ
ん
。き
っ
と
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
し
、

各
期
の
協
力
者
を
探
し
支
援
を
頂
き
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
動
向
が
今
以
上
に
判

明
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
な
か

な
か
望
み
が
か
な
い
ま
せ
ん
。情
報
を
お
寄

せ
頂
け
れ
ば
よ
り
充
実
し
た
会
報
に
な
る

の
で
す
が
…
。時
代
の
流
れ
の
中
で
紙
媒
体

の
発
信
に
は「
？
」も
つ
き
ま
す
が
高
齢
編

集
者
に
は
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
時
に
は
同
窓
会
の
幹
事
に
お
名
前

を
連
ね
て
い
る
方
々
も
都
合
で
不
明
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
、
同
期
の
方
に
情
報

提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
今
の
時
代

で
は
同
窓
会
の
存
在
が
不
要
の
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
。残
念
で
す
が
そ
う
い
う
し
が
ら

み
が
面
倒
な
の
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
若
い

方
同
士
は
最
新
の
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
の
が

救
い
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
幹
事
・
連
絡
者
の
方
に

は
最
新
の
情
報
を
総
会
の
案
内
の
返
信
欄

に
記
載
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
期
会
開
催
報
告

　

残
念
で
す
が
今
号
で
も
昨
年
に
引
き
続

き
同
期
会
開
催
報
告
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

次
号
15
号
に
は
動
向
が
掲
載
で
き
る
よ

う
な
社
会
情
勢
に
な
っ
て
い
る
事
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
時
間
も
少
な
く

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
ツ
ー
ル
を
自
在
に
使
い
こ
な
せ
な
い

世
代
に
は
、
顔
の
見
え
る
飲
み
な
が
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
懐
か
し
い
で
す
。

各
期
動
向
報
告
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�

（
カ
ッ
コ
内
は
情
報
提
供
者
・
敬
称
略
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
で
三
年
間
も
情

報
も
更
新
で
き
て
い
ま
せ
ん
。い
ま
だ
に
警

戒
感
が
先
行
し
ど
の
期
も
開
催
し
た
情
報

は
入
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。ま
こ
と
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
引
き
続
き
前
号
の
一
部

を
修
正
し
て
再
掲
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を

お
許
し
く
だ
さ
い
。但
し
、
四
年
に
一
度
し

か
お
送
り
し
て
い
な
い
方
も
い
ま
す
の
で

そ
の
方
々
に
は
こ
れ
で
も
新
し
い
情
報
か

と
思
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
旧
中
一
期
】

　

先
輩
も
九
十
七
歳
の
年
齢
に
な
り
、
連

絡
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
自
然
消
滅
。

【
旧
中
二
期
】（
旧
制
深
中
２
期
会
）

　

ご
存
命
で
あ
れ
ば
九
十
六
歳
で
す
が
さ

す
が
に
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
。
平
成
十
四

年
を
最
後
に
同
期
全
員
の
開
催
を
取
り
や

め
と
し
以
後
二
～
三
年
ご
と
に
有
志
で
開

催
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
さ
ら
に
高
齢

に
な
り
、
開
催
な
し
。
情
報
提
供
者
も
い

な
い
状
況
で
す
。。

【
旧
中
三
期
】（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）

　

九
十
五
歳
で
す
ね
。
連
絡
の
取
れ
そ
う

な
方
も
い
ま
す
が
…
。

　

平
成
七
年
卒
業
五
十
周
年
を
期
し
て
「
俺

の
足
音
」（
Ｂ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
）
の
記

念
誌
を
発
刊
。
十
七
年
に
は
卒
業
六
十
周
年

記
念
誌
「
俺
の
一
言
」（
Ｂ
５
判
93
ペ
ー
ジ
）

を
制
作
。
十
九
、二
十
、二
十
一
、二
十
二

も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
危
ぶ
ま
れ
た

二
十
三
年
、
二
十
四
年
も
十
月
に
開
催
。

二
十
五
年
十
月
開
催
を
最
後
と
し
て
区
切

り
を
つ
け
た
。

【
旧
中
四
期
】（
旧
制
深
中
４
期
生
）

　

九
十
四
歳
。平
成
十
五
年
と
二
十
年　

故
・

中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
（
ふ
れ
あ

い
会
館
）
集
ま
っ
た
の
が
最
後
と
か
。

【
旧
中
五
期
】（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）

　

十
五
年
鎌
倉
。十
六
年
函
館
。十
七
年
札

幌
。十
八
年
美
唄
。十
九
年
六
月
深
川
。十
月

台
湾
へ
修
学
旅
行
。二
十
年
に
は
開
校
七
十

周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典
終
了
後
開

催
。二
十
一
年
以
降
は
津
田
氏
が
亡
く
な
っ

た
た
め
、
札
幌
・
平
林
さ
ん
が
後
を
引
継
ぎ

札
幌
で
集
っ
て
い
た
が
、
集
ま
る
の
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
た
め
二
十
七
年
に
記
念
の

エ
ッ
セ
イ
集
を
二
集
出
版
し
た
。

〈
一
期
〉

　

九
十
二
歳
。
平
成
六
年
岩
見
沢
市
、
七

年
滝
川
市
、
八
年
幌
新
温
泉
一
泊
、
九
年

箱
根
・
東
京
二
泊
、
十
年
深
川
市
、
十
一

年
定
山
渓
温
泉
、
十
二
年
滝
川
、
十
三
年

岩
見
沢
。
十
四
年
深
川
、
十
五
年
札
幌　

十
六
年
滝
川
、
十
七
年
札
幌
開
催
を
最
後

に
取
り
や
め
。
以
後
開
催
な
し
。

〈
二
期
〉

（
旧
制
中
学
７
期
・
深
川
西
高
２
期
の
集
い
）

　

令
和
五
年
に
は
九
十
一
歳
。
毎
年
秋
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
東
京
、
札
幌
、
深

川
持
ち
回
り
。
十
二
年
は
卒
業
五
十
年
で

札
幌
、
十
三
年
は
ホ
タ
ル
館
、
十
四
年
は

東
京
、
十
五
年
は
札
幌
、
十
六
年
は
深
川
。

二
十
年
「
喜
寿
の
集
い
」
を
も
っ
て
期
友

の
会
を
打
ち
上
げ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
東
、
関
西
、
北
海
道
全
域
か
ら
同
志
が

集
ま
り
一
泊
で
温
泉
旅
行
を
開
催
、
二
十

名
参
加
。�

（
大
久
保
博
夫
）

〈
三
期
〉

　

九
十
歳
に
突
入
。
東
京
で
は
毎
年
開
催

し
て
い
た
が
…
。
連
絡
取
れ
ず
。
往
時
は

札
幌
も
随
時
開
催
し
て
い
た
が
‥
。
深
川

は
三
名
い
た
が
、
い
ず
れ
も
元
気
な
し
。

平
成
十
二
年
を
最
後
に
開
催
し
て
い
な
い
。

�

（
大
鎌　

幸
雄
）

〈
四
期
〉（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）

�

代
表
・
宮
脇　
　

敬

　

札
幌（
北
斗
会
）は
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は

毎
月
集
ま
っ
て
親
睦
を
深
め
無
事
を
確
認

し
励
ま
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。十
六
年
札
幌

は
六
月
、
東
京
・
四
葉
会
は
一
月
に
開
催
。

十
七
年
は
六
月
札
幌
、
十
八
年
札
幌
開
催
。

十
九
年
五
月
定
山
渓
で
、
卒
業
五
十
五
年
で

偶
然
に
も
五
十
五
名
が
参
加
。二
十
年
六
月

札
幌
。二
十
二
年
六
月「
喜
寿
を
祝
う
同
期

会
」を
開
催
。同
期
生
全
員
に
案
内
す
る
の

は
こ
れ
が
最
終
回
で
し
た
が
二
十
三
年
六

月
二
十
日
開
催
。二
十
四
年
も
六
月
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。以
後
高
齢
の
為
残
念
で
す

が
集
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
五
期
〉

　

不
定
期
開
催
。
最
近
は
開
催
な
し
。

�

（
南　
　
　

進
）

〈
六
期
〉（
西
高
29
会
）

�

代
表
・
永
野　

慶
昭

　

八
十
七
歳
と
な
り
ま
し
た
。
深
川
支
部

は
二
九
会
な
の
で
毎
年
六
月
二
十
九
日
に

開
催
し
て
毎
年
旅
行
を
実
施
し
た
り
昼
食

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
総
意
を
得
て
解

散
い
た
し
ま
し
た
。
札
幌
勢
は
年
に
六
回

集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

全
体
で
の
開
催
は
十
七
年
で
の
札
幌
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。�

（
永
野　

慶
昭
）

〈
七
期
〉（
深
西
７
期
同
期
会
）

�

代
表
・
手
島　
　

克

　

三
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
。
十
四
年
深
川
で

開
催
、
板
倉
に
六
十
人
参
加
。
十
七
年
は

五
十
年
を
札
幌
に
て
八
月
開
催
、
五
十
人

参
加
。
二
十
年
旭
川
。
二
十
三
年
九
月
五

日
深
川
で
開
催
。
二
十
六
年
九
月
札
幌
開

催
。
二
十
七
年
、
二
十
八
年
と
深
川
で
連

続
開
催
。
令
和
元
年
五
月
十
二
日
最
後
の

同
期
会
を
札
幌
に
て
開
催
三
十
四
名
。
今

後
は
各
地
で
随
時
ミ
ニ
同
期
会
を
開
催
し

て
い
く
予
定
。�

（
手
島　
　

克
）

〈
八
期
〉

　

不
定
期
開
催
。
二
十
年
六
月
札
幌
第
一

ホ
テ
ル
で
開
催
。
高
齢
と
な
り
最
後
の
同

期
会
と
言
う
こ
と
で
六
十
五
名
参
加
。
そ

れ
以
後
は
各
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
が
少
人

数
で
開
催
。
二
十
一
年
八
月
深
川
在
住
者
。

令
和
元
年
九
月
に
は
札
幌
で
開
催
し
た
。

�

（
清
水　

義
弘
）

〈
九
期
〉

　

八
十
四
歳
。
十
年
深
川
・
十
二
年
旭
川
・

十
四
年
札
幌
・
十
六
年
北
竜
。
十
八
年
東

京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て
十
九
年

秋
に
定
山
渓
、
小
樽
。
十
九
年
三
月
深
川

在
住
者
で
開
催
。
二
十
年
九
月
深
川
開
催
・

「
ゆ
う
＆
ゆ
」
に
四
十
七
名
。
二
十
三
年

九
月
四
日
沼
田
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
全
体

の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
四
年

五
月
八
日
、
東
京
方
面
で
ミ
ニ
同
期
会
。

五
月
九
日
市
内
在
住
者
の
ミ
ニ
同
期
会
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会
を
開
催
。
秋
に
は
東

京
で
全
体
の
同
期
会
を
開
催
。
二
十
五
年

は
七
月
十
日
旭
川
で
開
催
。
二
十
六
年
十

月
十
五
～
十
六
日
鬼
怒
川
温
泉
で
二
十
三

名
参
加
開
催
。
二
十
七
年
は
開
催
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
毎
年
北
空
知
・
旭
川
方
面
在

住
者
で
同
期
会
開
催
、
一
昨
年
、
昨
年
に

引
き
続
き
令
和
二
年
九
月
に
予
定
も
コ
ロ

ナ
禍
に
沈
む
。�

（
倉
嶋　

克
郎
）

〈
十
期
〉（
深
川
西
校
第
十
期
同
期
会
）

�

代
表
世
話
人
・
高
橋　

国
雄

　

十
五
年
六
月
に
四
十
五
周
年
記
念
と
し

て
北
広
島
で
開
催
。
二
十
三
年
十
月
二
十

日
定
山
渓
温
泉
に
て
五
十
八
名
の
参
加
で

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
二
十
六
年
十
月

十
八
日
～
十
九
日
札
幌
に
て
開
催
。
参
加

者
四
十
五
名
。
三
十
年
七
月
三
～
四
日
に

札
幌
第
一
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
六
十
周
年
を

最
終
と
し
て
開
催
し
た
。�
（
星
野　

友
雄
）

〈
十
一
期
〉

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、

十
六
年
は
八
月
札
幌
七
十
名
。
十
八
年
十

月
深
川
で
開
催
。
二
十
年
札
幌
。
二
十
七

年
深
川
で
開
催
。�

（
中
井
幸
太
郎
）

〈
十
二
期
〉（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
、
参

加
五
十
八
名
。
十
八
年
小
樽
に
て
開
催
。

二
十
二
年
六
月
深
川
に
て
開
催
。

〈
十
三
期
〉（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）

�

代
表
・
吉
川　
　

保

　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設　

Ｍ
Ｌ
（
倉
山
昭
男
）

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開

催
、
板
倉
。
二
十
年
開
催
。
二
十
二
年
六

月
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で
開
催
。

二
十
八
年
七
月
札
幌
で
開
催
。
三
十
年
六

月
三
十
日
、
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」

で
開
催
。�

（
佐
藤　

豊
秀
）

〈
十
四
期
〉

　

十
六
年
五
月
還
暦
同
期
会
を
開
催
。
深

川
ホ
テ
ル
。
二
十
年
二
月
天
人
峡
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
。
二
十
一
年
九
月
十
三
日
深
川
に

て
開
催
。
同
期
生
七
十
六
人
、
恩
師
三
名
。

二
十
四
年
九
月
十
三
日
札
幌
支
部
に
よ
る

発
起
人
で
開
催
。
二
十
七
年
一
月
、
新
年

会
を
札
幌
で
。
深
川
近
郊
同
期
昼
食
会
を

二
十
八
年
五
月
、
九
月
に
開
催
。
首
都
圏

同
期
会
を
二
十
八
年
十
月
に
開
催
。

�

（
堀
川　

勝
之
）

〈
十
五
期
〉（
深
西
38
会
）

　
　
　

代
表
・
菅
原　

明
義

�

札
幌
・
吉
田　
　

裕
、
檜
山　

秀
紀

　

以
前
は
五
年
毎
に
開
催
し
て
い
た
が
間

隔
が
狭
ま
っ
た
。十
年
は
十
一
月
、
十
五
年

は
札
幌
で
開
催
。十
七
年
十
月
九
日
開
催
。

十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。二
十
一
年
十
月
定

山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、
六
十
三
名

が
出
席
。二
十
六
年
に
古
希
の
祝
い
で
開

催
。喜
寿
は
三
十
一
年
な
の
で
、
開
催
予
定

で
す
。札
幌
三
十
八
会
は
偶
数
月
に
定
例
懇

親
会
を
恩
師
田
中
先
生
を
囲
み
継
続
開
催

を
し
て
い
ま
し
た
。�

（
菅
原　

明
義
）

〈
十
六
期
〉（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
星
野　
　

孟

　

五
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎

の
開
催
に
し
ま
し
た
。
二
十
年
九
月
開
催
。

二
十
三
年
十
月
十
日
板
倉
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
卒
業

五
十
年
で
開
催
。

　

二
十
九
年
六
月
深
川
に
て
第
十
一
回
同

期
会
を
開
催
。�

（
星
野　
　

孟
）

〈
十
七
期
〉（
高
17
期
同
期
会
）

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
八
月
板
倉
で

開
催
。
四
年
に
一
回
開
催
が
約
束
だ
が

二
十
七
年
十
月
に
卒
業
五
十
年
に
当
た
り

前
倒
し
開
催
。
毎
年
、
秩
父
別
に
て
一
泊

ゴ
ル
フ
で
親
交
を
深
め
て
い
た
。

�

（
濱
田　

靖
夫
）

〈
十
八
期
〉（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）

�

代
表
世
話
人
・
宮
岸　

徹
二

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
六
十
名
。

二
十
年
十
月
、
冨
士
屋
に
て
開
催
六
十
名
。

東
京
組
は
随
時
開
催
で
二
十
年
は
九
月
。

札
幌
組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、

冬
と
二
回
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
十
月
十
六
日　

札
幌
に
て

開
催
。
二
十
六
年
七
月
十
二
日
開
催
。

二
十
九
年
七
月
八
日
深
川
開
催
。
以
後
コ

ロ
ナ
禍
で
自
粛
中
。
少
人
数
で
は
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。

�

（
深
沢　

倬
子
）

〈
十
九
期
〉（
深
川
西
高
42
会
）

�

代
表
・
千
葉　

憲
一

　

五
年
に
一
回
の
開
催
。
十
七
年
旭
岳
の

ふ
も
と
湧
駒
別
温
泉
で
開
催
。
登
山
も
兼

ね
た
。
二
十
年
は
「
ゆ
ぅ
＆
ゆ
」
で
還
暦

同
期
会
を
十
月
開
催
。
二
十
五
年
九
月

二
十
三
日
北
広
島
に
て
開
催
。
二
十
九
年

五
月
二
十
七
日
北
広
島
に
て
八
十
二
名
の

参
加
で
開
催
。�

（
寺
下　

良
一
）

〈
二
〇
期
〉

（
深
川
西
高
第
20
期
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
児
島　

俊
一

　

四
年
に
一
回
の
夏
期
五
輪
開
催
年
に
合

わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
二
年
六
十

名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）
十
六
年
は
八
月

に
開
催
し
た
。
二
十
年
八
月
深
川
で
開
催
。

東
京
組
は
二
年
毎
に
開
催
。

　

二
十
四
年
八
月
四
日
、
深
川
板
倉
に
て

開
催
、
五
十
九
名
出
席
。
二
十
八
年
八
月

六
日
深
川
開
催
五
十
七
名
。
道
内
在
住
者

の
有
志
で
「
ふ
れ
愛
・
語
り
合
い
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
年
三
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
八
月
三
日
に
開
催
。
年
末
に
札
幌

で
直
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
冬
期
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
は
東
京
で
同
期
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
三
十
年
十
月
に
箱
根

一
泊
で
行
い
ま
し
た
。�

（
小
川　

広
見
）

〈
二
一
期
〉（
西
高
21
期
同
期
会
）

　

十
四
年
八
月
。
十
八
年
八
月
開
催
。

二
十
三
年
八
月
十
三
日
深
川
に
て
開
催
。

四
年
に
一
度
の
開
催
と
決
め
二
十
六
年
九

月
二
十
日
札
幌
に
て
開
催
。
平
成
三
十
年

九
月
札
幌
で
開
催
。
令
和
二
年
七
十
歳
に

な
る
の
で
深
川
で
開
催
予
定
も
延
期
に
つ

ぐ
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

�

（
梶
川　
　

寛
）

〈
二
二
期
〉�

代
表
・
広
上　

和
好

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。参
加
六
十

名（
日
の
出
）。 

二
十
年
八
月
札
幌
開
催
。

二
十
七
年
深
川
で
開
催
。�

（
松
原　

和
男
）

〈
二
三
期
〉�

代
表
世
話
人
・
坪
田　

邦
光

　

十
三
年
八
月
に
三
十
年
を
記
念
し
て
札

幌
に
て
開
催
。
出
席
者
八
十
余
名
。

　

二
十
四
年
六
月
三
十
日
板
倉
に
て
卒
後

四
十
年
を
記
念
し
て
開
催
。
三
十
年
十
月

二
十
日
に
開
校
八
十
周
年
で
校
庭
に
ア
オ

ダ
モ
を
植
樹
し
た
。�

（
轡
田　

光
章
）

〈
二
四
期
〉

　

十
四
年
札
幌
、
十
六
年
六
月
深
川
（
日

の
出
）
に
て
開
催
三
十
五
名
。 

十
七
年
六

月
札
幌
に
て
連
続
開
催
。
二
十
年
六
月
「
ま

あ
ぶ
」
に
て
開
催
。
二
十
五
年
十
月
五
日
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
四
十
一
年

で
開
催
。
八
十
名
出
席
。
現
在
は
二
年
に

一
回
で
開
催
し
て
い
る
。
札
幌
で
三
十
年

十
月
二
十
一
日
に
開
催
六
十
八
名
。
翌
年

の
令
和
元
年
十
一
月
十
六
日
ミ
ニ
同
期
会

開
催　

四
十
一
名

�

（
大
平
由
美
子
）

〈
二
五
期
〉

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催　

七
十
名
参
加
。
二
十
六
年
十
一
月
還
暦
同

期
会
を
札
幌
に
て
開
催
。
参
加
者
八
十
名
。

市
内
在
住
の
同
期
会
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
。�

（
矢
野　

正
樹
）

〈
二
六
期
〉（
49
年
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
渡
辺　
　

純

　

十
六
年
は
卒
業
三
十
年
で
九
月
札
幌
に

て
開
催
、
百
名
参
加
。
同
窓
の
夕
べ
の
実

行
委
員
と
し
て
携
わ
っ
た
の
を
機
に
同
窓

の
夕
べ
の
後
に
同
期
の
集
ま
り
を
持
つ
こ

と
と
し
て
お
り
、
二
十
六
年
は
二
十
人
が

集
ま
り
交
流
し
ま
し
た
。
二
十
九
年
六
月

二
十
四
日
開
催
。
同
窓
会
幹
事
二
十
九
年

度
ま
で
高
瀬
昌
之
、
三
十
～
三
十
一
年
度

は
松
野
正
明
が
担
当
。�

（
松
野　

正
明
）

〈
二
七
期
〉（
深
川
西
高
27
期
同
期
会
）

�

代
表
・
竹
林　
　

均

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
七
十
四
名
参

加
。
令
和
元
年
六
月
二
十
九
日　

八
十
八

名
集
合
。�

（
館
下　

孝
之
）

〈
二
八
期
〉（
第
28
期
同
期
会
）

�

代
表
・
三
ツ
井
隆
博

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月

板
倉
に
て
開
催
。
百
名
を
超
え
る
参
加
あ

り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
第
四
回
目
の
同

期
会
を
二
十
二
年
八
月
札
幌
に
て
開
催
。

二
十
七
年
八
月
深
川
で
開
催
。
九
十
名
出

席
。
令
和
二
年
予
定
は
延
期
、
さ
ら
に
今

年
度
も
延
期
。�

（
増
永　

博
志
）

〈
二
九
期
〉

�

同
期
会
代
表
世
話
人　

新
井　

清
一

同
期
会
Ｈ
Ｐ
：

�
http://nishiko.m

ym
em
ories.jp/

同
期
会
開
催
状
況　

二
〇
一
八
年
十
一

月
二
十
三
日　

還
暦
同
窓
会　

ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
札
幌　

次
回
開
催

予
定
、
六
十
五
歳
に
な
る
二
〇
二
三
（
令

和
五
年
）
さ
て
ど
う
な
る
や
ら
？

�

（
幹
事
・
挽
地　

昌
弘
）

〈
三
〇
期
〉
３
組
学
年
会

�

代
表
世
話
人
・
土
田　

光
子

　

学
年
の
同
期
会
は
無
く
、
三
組
に
少
数

の
他
の
組
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま

す
。�

（
津
田　

恭
史
）

〈
三
一
期
〉（
第
31
期
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。

百
十
名
。

　

卒
業
三
十
年
を
記
念
し
て
二
十
一
年
に

出
席
者
八
十
名
で
開
催
。
二
十
六
年
十
月

に
開
催
。
令
和
元
年
八
月
十
日
開
催　

六
十
二
名
参
加�

（
宮
沢　

孝
司
）

〈
三
二
期
〉（
代
表
世
話
人
・
外
山　

定
男
）

　

二
十
四
年
一
月
二
日
、
板
倉
に
て

二
十
八
年
ぶ
り
に
八
十
五
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。
五
年
経
過
し
た
の

で
開
催
の
方
向
で
し
た
が
‥
。

�

（
三
上　

貴
康
）

〈
三
三
期
〉（
元
気
で
や
っ
て
る
会
）

�

代
表
・
紺
野　

浩
治

　

二
十
三
年
八
月
十
三
日
（
第
四
回
）
板

倉
に
て
開
催
。
二
十
七
年
八
月
（
第
五
回
）

を
板
倉
に
て
開
催
。
四
年
に
一
度
の
開
催

で
す
が
コ
ロ
ナ
で
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

�

（
今
西
真
理
子
）

〈
三
四
期
〉

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

〈
三
五
期
〉

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。

�

（
田
中　

一
幸
）

〈
三
六
期
〉（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
で
十
六
年
一
月
板
倉
に
て

開
催
、
九
十
九
名
参
加
。

　

卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月
に
開

催
。
二
十
三
年
十
月
一
日
に
第
三
回
同
期

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
深
川
西
高
校
（
第

三
十
六
期
生
）
掲
示
板
を
開
設
中
で
す
。

�

（
渡
辺　

哲
男
）

〈
三
七
期
〉

　

十
四
年
に
板
倉
に
て
開
催
。

�

（
佐
藤　

秀
樹
）

〈
三
八
期
〉�

代
表
・
佐
々
木

　

四
年
に
一
度
の
開
催
で
平
成
三
十
一
年

正
月
に
深
川
で
開
催
。�

（
西
口　

健
一
）

〈
三
九
期
〉

　

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参

加
、
四
十
四
名
。

〈
四
一
期
〉（
第
41
期
同
期
会
）

�

代
表
・
佐
藤　

之
彦

　

二
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
二
十
五

年
七
月
十
三
日
。

　

三
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
五
十
八

名　

次
回
は
四
年
後
に
開
催
予
定
。

�

（
佐
藤　

之
彦
）

〈
四
四
期
〉

　

二
十
三
年
一
月
開
催
。
平
成
三
十
一
年

一
月
二
日
開
催
。
四
十
九
名
参
加
。

�

（
吉
住　

仁
陽
）

〈
四
五
期
〉

�

（
日
下　

大
輔
）

〈
四
六
期
〉

　

二
十
三
年
四
月
に
第
一
回
を
板
倉
に
て

開
催
。
当
初
五
十
名
以
上
の
参
加
申
込
が

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
関
係
か

ら
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
関
連
に
勤
務
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で
き
な
く
な
り

四
十
名
余
の
参
加
と
な
っ
た
。

�

（
佐
藤　

自
真
）

〈
五
四
期
〉

　

二
十
三
年
六
月
十
三
日
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ

ネ
ー
ジ
ュ
に
五
十
人
が
集
合
。

�

（
及
川　

賢
一
）

　

毎
度
の
こ
と
で
す
が
ご
協
力
頂
い
た
期

の
幹
事
の
方
や
世
話
人
の
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。記
載
の
情
報
は

前
年
ま
で
の
情
報
に
新
た
な
情
報
を
追
加

し
た
だ
け
の
二
十
四
年
間
の
積
み
重
ね
で

す
。目
新
し
い
情
報
は
数
箇
所
し
か
追
加
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

事
務
局
で
は
記
載
の
期
以
外
は
把
握
で

き
て
居
ま
せ
ん
。き
っ
と
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
し
、

各
期
の
協
力
者
を
探
し
支
援
を
頂
き
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
動
向
が
今
以
上
に
判

明
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
な
か

な
か
望
み
が
か
な
い
ま
せ
ん
。情
報
を
お
寄

せ
頂
け
れ
ば
よ
り
充
実
し
た
会
報
に
な
る

の
で
す
が
…
。時
代
の
流
れ
の
中
で
紙
媒
体

の
発
信
に
は「
？
」も
つ
き
ま
す
が
高
齢
編

集
者
に
は
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
時
に
は
同
窓
会
の
幹
事
に
お
名
前

を
連
ね
て
い
る
方
々
も
都
合
で
不
明
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
、
同
期
の
方
に
情
報

提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
今
の
時
代

で
は
同
窓
会
の
存
在
が
不
要
の
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
。残
念
で
す
が
そ
う
い
う
し
が
ら

み
が
面
倒
な
の
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
若
い

方
同
士
は
最
新
の
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
の
が

救
い
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
幹
事
・
連
絡
者
の
方
に

は
最
新
の
情
報
を
総
会
の
案
内
の
返
信
欄

に
記
載
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
期
会
開
催
報
告

　

残
念
で
す
が
今
号
で
も
昨
年
に
引
き
続

き
同
期
会
開
催
報
告
は
お
休
み
し
ま
す
。

　

次
号
15
号
に
は
動
向
が
掲
載
で
き
る
よ

う
な
社
会
情
勢
に
な
っ
て
い
る
事
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
時
間
も
少
な
く

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
ツ
ー
ル
を
自
在
に
使
い
こ
な
せ
な
い

世
代
に
は
、
顔
の
見
え
る
飲
み
な
が
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
懐
か
し
い
で
す
。
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深
川
西
高
陸
上
部
の
多
田
悠
理
さ
ん（
二
年
）

が
、六
月
中
旬
に
釧
路
市
で
行
わ
れ
た
第
七
十
五

回
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
の
女
子
砲
丸
投
で

三
位（
10
ｍ
77
）、同
円
盤
投
で
六
位（
34
ｍ
57
）に

入
り
、八
月
三
日
か
ら
徳
島
県
で
開
か
れ
る
全
国

高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。円
盤
投
は
二
年
連
続
、
砲
丸
投
は
初
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
、今
年
は
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し

て
、「
来
年
、北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
つ
な
が
る
大
会
に
し
た
い
」と
意
気
込
む
。

　

昨
年
の
全
道
大
会
は
、ま
さ
か
の
八
位
。「
今
年

は
、
絶
対
に
砲
丸
投
で
も
全
国
に
行
く
」と
強
い

気
持
ち
で
臨
み
、目
標
と
し
て
い
た
11
ｍ
超
え
こ

そ
な
ら
な
か
っ
た
が
、
10
ｍ
77
の
記
録
で
、
三
位

に
入
っ
た
。

　

一
方
で
、二
年
連
続
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と

な
っ
た
円
盤
投
は
、自
己
ベ
ス
ト
こ
そ
更
新
し
た

も
の
の
、昨
年
の
二
位
か
ら
順
位
を
落
と
す
結
果

に
。円
盤
投
で
初
め
て
出
場
し
た
昨
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
は
、「
レ
ベ
ル
が
違
う
な
と
。圧
倒
さ
れ

ま
し
た
」。結
果
、予
選
は
出
場
三
十
二
選
手
中
の

三
十
一
位
。

　

深
川
小
時
代
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団
に
所
属
し

て
い
た
多
田
さ
ん
は
、
深
川

中
入
学
と
同
時
に
深
川
陸

上
ク
ラ
ブ（
Ｆ
Ａ
Ｃ
）へ
入

部
。バ
レ
ー
で
培
っ
た
地
肩

の
強
さ
を
評
価
し
た
Ｆ
Ａ

Ｃ
の
日
高
勇
一
監
督
が
、
投

て
き
の
練
習
に
専
念
さ
せ

る
と
、
中
二
の
夏
、
全
道
大

会
の
砲
丸
投
で
三
位
に
入

り
、全
国
切
符
を
つ
か
ん
だ
。

　

高
校
は
、「
生
ま
れ
育
っ

た
地
元
で
、
日
高
先
生
や
Ｆ

Ａ
Ｃ
の
後
輩
が
近
く
に
い
る
所
で
競
技
を
続
け

た
か
っ
た
」と
、深
川
西
を
選
択
。こ
れ
ま
で
数
多

く
の
選
手
を
全
国
大
会
に
送
り
込
ん
で
い
る
同

校
陸
上
部
で
、着
実
に
力
を
つ
け
て
い
る
。

　

玉
井
教
諭
は「
指
導
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
、
し
っ
か
り
消
化
し
た
上
で
、
自
分
の
中
に
落

と
し
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
選
手
。も
っ
と
も
っ

と
上
を
目
指
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」。今
年
度
、深

川
西
に
赴
任
し
、指
導
陣
に
加
わ
っ
た
同
志
社
大

陸
上
部
出
身
の
堀
川
善
史
教
諭
も「
リ
ー
チ
を
生

か
し
切
っ
て
い
な
い
し
、筋
力
も
ま
だ
ま
だ
だ
け

ど
、自
分
の
投
て
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。楽
し
み
な
選
手
で
す
」と
期
待
を
寄
せ

る
。

　

高
校
生
活
二
回
目
の
大
舞
台
で
、砲
丸
投
は
11

ｍ
以
上
、
円
盤
投
は
35
ｍ
35
以
上
を
目
指
す
。

来
年
は「
北
海
道
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、
表
彰

台
に
上
が
る
こ
と
が
目
標
。そ
こ
に
つ
な
が
る
よ

う
、今
年
の
大
会
で
も
思
い
っ
き
り
投
げ
た
い
で

す
！
」。

　コロナ禍でもあることからどうしようと迷ったが今までに
一番の花付きですこぶる花数が多いので15日位が一番の見
頃かと思い連絡をさせていただく。どこにも立ち寄らなけれ

ば心配はないだろ
うという気持ちも
あった。観桜をど
うするか迷われて
いたようだが日曜
日に何とか行きた
いとの予定を火曜
日にして車で到着
し、観桜にご一緒
させていただく。盛りよりは発色が少し褪せてきた気もするがとにかく花は
満開。花付も豊かで花数にはご満足いただけた。好天の中、校庭を見て回る。
シコロの桜や切り株から芽生えた幼木の数々を見ていただいた。ようやく満
足のいく桜の成長を見てもらうことが出来た事は喜ばしい限りでありました。
　せっかくの機会なので、昨年、会長になられた轡田会長と三上幹事長には
事前にアポを取っておき、お二人にお礼のご挨拶をお願いしていた。校庭か
ら富士屋に移動。轡田会長から同窓会が大変お世話になったことにお礼を申
し上げたあとコーヒーを飲みながら一時間程歓談したのですが、宮脇さんか
ら昔の話や世相の事など広範囲にわたって含蓄のあるお話を伺って非常に楽
しいひと時となりました。

2022/5/17

２
年
連
続
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、砲
丸
投
と
円
盤
投
の
２
種
目
で

　
　

深
川
西
高
陸
上
部
の
多
田
さ
ん　
「
自
己
ベ
ス
ト
の
更
新
目
指
す
」

宮脇氏釧路八重桜を見に来る宮脇氏釧路八重桜を見に来る
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７
月
９
日（
土
）
～
10
日（
日
）と
第
78
回

の
学
校
祭
が
２
日
間
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ

た
。ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
奏
で
ろ
、
我
ら
の
青
春

　

～
距
離
は
遠
く
、
心
は
近
く
～
」で
す
が
、

今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
切
実
な
心
情
が
込

め
ら
れ
胸
に
迫
る
言
葉
で
す
ね
。一
般
公
開
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
行
燈
行
進
は
規
模
縮
小

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
挨
拶
を
掲
載
致
し
ま
す
。

学
校
祭
に
あ
た
っ
て

�

校　

長　

間　
　

義
浩

　

い
よ
い
よ
学
校
祭
が
始
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ー
ラ
ス
大
会
、
学
校
祭
、
体

育
祭
と
３
大
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
も
、
コ
ー
ラ
ス
大
会
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
は
言
え
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
の
制
約
が
あ
る
中

で
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら
の
企
画
・

準
備
・
実
施
と
な
り
、
皆
さ
ん
大
変
な
想
い

を
し
て
き
た
こ
と
と
拝
察

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
安
心
安

全
の
た
め
と
は
い
え
、
皆
さ

ん
が
つ
ら
い
思
い
を
し
て

き
た
こ
と
に
対
し
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
学
校
祭
に
お
い

て
も
同
様
で
は
あ
り
ま
す

が
、
行
灯
行
列
の
復
活
等
、

少
し
ず
つ
本
来
の
姿
に
も

ど
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
様
々
な
意
見
の
や
り

と
り
が
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
生
徒
会
執
行
部

の
皆
さ
ん
、
生
徒
の
皆
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
係

の
皆
様
に
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
を
表
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
皆
さ

ん
に
は
、
学
校
祭
が
、
準
備

期
間
を
含
め
て
今
し
か
味

わ
え
な
い
仲
間
と
の
貴
重
な
ひ
と
と
き
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者
並
び
に
地

域
の
皆
様
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
こ

れ
ま
で
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

我
ら
の
青
春

生
徒
会
長　

盛
本　

佑
都

　

み
ん
な
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
す
る
時
が

来
た
。
第
73
回
学
校
祭
の
開
催
だ
！

　

今
回
の
学
校
祭
は
例
年
よ
り
規
模
が
萎
縮

し
て
し
ま
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
最
大
限
に

楽
し
め
る
よ
う
な
企
画
に
し
た
。
そ
ん
な
中

で
ク
ラ
ス
紹
介
、
行
灯
、
ア
ピ
ー
ル
の
３
部

門
で
競
い
合
い
、
順
位
を
決
め
る
。
特
に
今

回
か
ら
は
ク
ラ
ス
紹
介
の
動
画
と
プ
ラ
カ
ー

ド
の
順
位
を
決
め
、
そ
の
高
水
準
化
を
狙
っ

た
。
ま
た
、
縁
日
も
今
回
か
ら
飲
食
禁
止
と

い
う
形
で
実
施
可
能
と
な
り
、
少
し
ず
つ
本

来
の
学
校
祭
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
約
２
週
間

の
学
校
祭
期
間
の
中
で
ク
ラ
ス
が
団
結
し
、

４
部
門
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
中
で
、
思

い
出
の
１
ペ
ー
ジ
と
し
て
自
分
な
り
の
学
校

祭
を
描
い
て
欲
し
い
。

　

そ
し
て
、
１
・
２
年
生
は
今
回
の
学
校
祭
を

通
し
て
、
ク
ラ
ス
の
団
結
力
を
深
め
、
学
校

祭
以
外
の
行
事
で
も
そ
こ
で
培
っ
た
団
結
力

や
協
調
性
を
次
に
活
か
せ
る
よ
う
な
も
の
に

し
て
欲
し
い
。
ま
た
３
年
生
は
最
後
の
学
校

祭
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
も
３
年
間
の
集

大
成
を
こ
こ
で
全
て
発
揮
で
き
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。
今
回
の
学
校
祭
を
通
し
て
、
沢

山
の
思
い
出
を
作
り
な
が
ら
み
ん
な
で
協
力

し
て
良
い
も
の
を
作
り
、
そ
こ
で
協
調
性
や

社
会
性
も
育
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
学
校

祭
を
企
画
す
る
に

あ
た
っ
て
、
生
徒

会
執
行
部
を
中
心

に
先
生
方
や
係
の

担
当
と
な
っ
た
生

徒
に
よ
っ
て
学
校

祭
の
準
備
が
進
め

ら
れ
た
。な
の
で
、

彼
ら
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
な
が

ら
青
春
を
味
わ
っ

て
欲
し
い
。
学
校

祭
楽
し
む
ぞ
ー
！

　

10
月
16
日（
日
）に
、
深
川
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
「
み
・
ら
い
」に
て
吹
奏
楽
局
の
定
期

演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。部
員
も
15
名
と
な

り
ま
し
た
が
25
名
以
内
の
Ｃ
編
成
で
50
人

以
内
の
大
編
成
の
醍
醐
味
と
は
違
い
、
個
々

の
力
量
が
求
め
ら
れ
る
質
の
高
い
練
習
の
成

果
が
表
現
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
し
ょ

う
。来
場
者
１
８
０
名
余
の
お
客
様
の
前
で

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
幸
せ
な

時
間
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。当
日
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
か
ら
。

顧
問
挨
拶

�

吹
奏
楽
局
顧
問　

米
倉　

幸
子

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
深
川
西
吹
奏
楽
局
の

第
18
回
定
期
演
奏
会
に
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、
昨

年
に
引
き
続
き
多
く
の
企
業
や
深
川
近
隣
の
市

民
の
方
々
に
ご
協
賛
・
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
３
年
生
が
１
名
、
２
年
生
が
４

名
の
と
こ
ろ
に
新
人
局
員
10
名
が
加
わ
り
、

活
動
面
･
演
奏
面
と
も
に
充
実
し
て
き
て
い

ま
す
。６
月
に
は
、
高
文
連
空
知
支
部
音
楽
発

表
大
会
の
当
番
校
を
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
局
員

の
動
き
は
大
変
す
ば
ら
し
く
、
大
会
を
し
っ
か

り
と
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
吹
奏
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
１
年
生
が
過
半

数
以
上
占
め
る
中
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
空
知

地
区
の
代
表
と
し
て
全
道
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。地
区
大
会
で
は
、私
た
ち
が

思
っ
て
い
た
以
上
の
高
評
価
を
い
た
だ
き
、
全

道
に
向
け
て
の
目
標
が
高
ま
っ
た
の
で
す
が
、全

道
の
結
果
は
銀
賞
で
し
た
。昨
年
は
銅
賞
で
し

た
の
で
、
結
果
と
し
て
は
確
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
お
り
ま
す
が
、全
道
大
会
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
や
緊
張
と
い
っ
た
空
気
に
の
ま
れ
、
満
足

の
い
く
演
奏
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
、局
員
・
顧
問
一
同
大
変
悔
し
い
思
い
を
し

て
き
ま
し
た
。で
す
が
こ
の
悔
し
さ
を
、
来
年
必

ず
晴
ら
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
そ

れ
が
ま
た
日
々
の
活
動
の
充
実
や
局
員
の
成
長

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
こ
の
定
期
演
奏

会
に
至
る
ま
で
の
間
で
様
々
な
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ど
う
ぞ
今
日
は
局
員
の
頑

張
り
や
成
長
を
見
て
い
た
だ
き
、
皆
様
と
と
も

に
笑
顔
の
あ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。最
後
ま
で
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

局
長
挨
拶

�

局
長　

宮
島　

佐
和（
３
年
）

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
深
川
西
高
等
学
校

吹
奏
楽
局
の
定
期
演
奏
会
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
、

吹
奏
楽
局
は
３
年
生
１
名
、
２
年
生
４
名
、

１
年
生
10
名
の
計
15
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
編
成
の
バ
ン
ド
よ
り
も
個
々
の
実
力
が
求
め

ら
れ
る
中
、
全
道
金
賞
・
東
日
本
大
会
出
場
を

目
指
し
、
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
、
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
、前
年
度
に
引
き
続
き
、今
年
も
全
道

大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。結
果
は
銀

賞
で
、
東
日
本
大
会
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
新
た
に
自
分
達
の
演
奏
の
可
能
性
や
改
善

点
を
見
つ
け
ら
れ
る
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
定
期
演
奏
会
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
様
々
な
制
限
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方

に
楽
し
ん
で
貰
え
る
よ
う
、
限
ら
れ
た
中
で
自

分
達
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
出
し
、
局
員
全

員
で
話
し
合
い
を
重
ね
計
画
し
て
き
ま
し
た
。

今
の
自
分
達
に
で
き
る
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
も
地
域
の
方
々

や
、
み
・
ら
い
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
多
く
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、今
日
、こ
の
ホ
ー

ル
で
演
奏
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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■
今
年
も
満
開
の
八
重
桜

　

宮
脇
さ
ん
が
観
桜
に
来
る
前
の
最
盛

期
の
画
像
で
す
。
見
事
で
し
た
。

■
咲
き
乱
れ
る
ユ
リ
ノ
キ
の
花

　

2
0
0
7
／
6
に
植
え
て
か
ら
15
年

の
月
日
が
流
れ
て
咲
き
乱
れ
る
ユ
リ
ノ

キ
の
花
。
津
田
元
同
窓
会
長
の
夢
見
た

情
景
を
や
っ
と
実
現
す
る
こ
と
が
出
来

た
。

■
強
風
に
倒
壊
し
た
イ
チ
イ

　

27
日
夜
中
の
風
速
16
ｍ
西
風
で
根
元

が
枯
れ
て
風
化
し
て
い
た
イ
チ
イ
の
二

本
立
の
一
本
が
強
風
で
折
れ
て
し
ま
っ

た
。
前
年
の
処
理
作
業
で
処
理
忘
れ
し

て
い
た
木
だ
っ
た
が
や
っ
ぱ
り
心
配
し

て
い
た
通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
芝
に
満
開
の
デ
ー
ジ
ー

　

校
務
補
さ
ん
が
芝
の
手
入
れ
を
し
て

い
る
が
一
度
目
の
手
入
れ
の
後
に
伸
び

て
き
て
一
面
の
花
を
咲
か
せ
る
様
は
壮

観
で
す
。本
当
に
期
間
限
定
の
風
景
で
す
。

■
雪
を
落
と
さ
ね
ば
…

　

植
え
た
当
初
か
ら
桜
の
枝
折
れ
は
気

に
か
け
て
い
る
作
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

枝
折
れ
の
部
分
か
ら
病
虫
害
が
侵
入
す

る
。
着
雪
し
た
枝
が
折
れ
曲
が
り
テ
グ

ス
病
に
な
っ
て
か
ら
結
構
神
経
を
使
っ

て
い
る
。
こ
の
程
度
は
許
せ
る
が
落
ち

な
い
う
ち
に
雪
が
積
も
る
と
重
み
で
枝

に
不
具
合
が
起
こ
る
。

■
紅
葉
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

　

2
0
1
5
／
5
に
植
樹
し
て
7
年
。

花
付
き
も
良
く
な
っ
て
見
栄
え
も
良
く

な
っ
て
き
た
。
春
の
八
重
桜
に
沿
っ
て

校
庭
の
東
側
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
の
赤
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
。

実
が
い
っ
ぱ
い
成
っ
た
ら
食
べ
比
べ
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
育
樹
の
現
場
か
ら

2022 ／４／ 282022 ／６／ 13

2022 ／ 10 ／ 21

2022 ／６／ 13

2022 ／２／５

2022 ／５／ 12

■ 

協
力
者
募
集

　

緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
も
発
足
か

ら
15
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
開
校
時
の

古
野
校
長
の
緑
豊
か
な
教
育
環
境
へ
の

強
い
思
い
は
、
時
と
し
て
止
ま
っ
て
し

ま
い
そ
う
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
か
ろ

う
じ
て
今
日
ま
で
繋
い
で
来
た
の
が
本

当
の
と
こ
ろ
で
す
。
今
流
行
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目

標
の
中
に
気
候
変
動
に
関
し
て
や
陸
の

豊
か
さ
、
海
の
豊
か
さ
、
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
環
境
汚
染
、
温

暖
化
な
ど
も
関
連
し
て
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
環
境
問
題
に
対
応
す
る
に

は
判
断
が
つ
く
ま
で
の
時
間
が
長
い
だ

け
に
即
戦
力
は
な
く
気
が
付
い
た
時
に

は
既
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
で
す
。
大

事
な
事
業
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
す

ぐ
に
は
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

出
来
る
こ
と
を
さ
さ
や
か
で
も
続
け
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
委
員
は
18
名
で
す
が
決
し

て
お
若
い
委
員
ば
か
り
で
は
な
く
事
業

継
続
の
た
め
の
将
来
の
こ
と
を
心
配
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
そ
こ
に

基
礎
も
出
来
た
の
で
こ
れ
以
上
新
規
の

事
業
を
興
さ
ず
、
一
年
の
仕
事
量
も
減

ら
し
な
が
ら
事
業
に
対
応
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
が
い
ず
れ
限
界
も
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
訳
で
新
し
い
若
い
力
を
求
め

て
い
ま
す
。
是
非
一
緒
に
汗
を
流
し
ま

し
ょ
う
。
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■�
湧
雲
の
白
樺
つ
い
に
倒
壊

　

Ｓ
54
年
10
月
に
学
校
林
を
見
学
し
た

時
の
写
真
が
50
年
史
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
津
田
元
会
長
絶
賛
の
樹
で

「
湧
雲
の
白
樺
」
と
名
付
け
ら

れ
威
風
堂
々
と
立
っ
て
い
た
。

み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
い
た

太
い
太
い
大

き
な
シ
ラ
カ

バ
だ
っ
た
が

年
輪
を
重
ね

て
い
る
う
ち

に
雪
の
重
み

で
枝
折
れ
し
た
り
、

2
0
1
7
年
の
秋
の

強
風
で
一
番
太
か
っ

た
北
側
の
一
枝
が
根

際
か
ら
裂
け

て
倒
壊
し
面
影

を
な
く
し
て
い

た
。
以
来
、
段

階
的
に
倒
壊
し

て
い
た
が
遂
に

今
夏
に
は
わ
ず

か
に
残
っ
て
い

た
南
側
の
部
分

も
倒
壊
し
て
し

ま
っ
た
。
い
つ

か
は
果
て
る
も
の
と
は
言
え
誠
に
残
念

で
は
あ
る
が
、
命
名
さ
れ
た
「
湧
雲
の

白
樺
」
も
記
録
と
記
憶
の
中
と
に
残
る

の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

《不法投棄》
　2022/6/8フキ採りがてら学校林に入り、草の状況や湧水の手摺の確認に車回しまで車
を進める。車回し手前で不法投棄を発見。誰も入らないような時期なら目立つが、人の出入
りの多いタケノコ採りのシーズンに紛れて草木ならまだしも人工物ばかりでタイヤやホ
イールキャップなど車庫からの不要物ばかりで唖然とする。怒り心頭であるが手がかりが
ないか調べるも証拠となりそうなものも見当たらず。市役所の環境課と音江の駐在所に連絡した。環境課では「所有者の方に処
理していただくしかありません」とのご宣託。翌日、駐在所１名本署１名の２人で山奥まで来てくれて２時間ほど現場検証をし
てくれましたが決め手となるような証拠は発見できませんでした。犯人が見つからないので、後日処理をする予定。

斜面に築いた石段

緑の学び舎運営委員会
《令和４年度・事業報告　報告済分》
◎１月３日　�校庭のカラスのねぐら排除作戦終結かレーザーポインター導入
◎１月５日　新しいメンバーに南　公雄さん（22）参加
◎２月５日　校庭木の雪おろし
◎２月23日　校庭のカラス強制排除作戦第４弾
◎４月27日　夜中の強風で駐車場入り口のイチイ倒壊

《令和４年度・事業報告》
◎５月17日　宮脇氏校庭に観桜で来訪
◎５月18日　春作業
◎６月10日　同窓会林に不法投棄、警察に通報
◎９月27日　卒業記念植樹会場草刈り
◎10月10日　第13回　卒業記念植樹
　　　　　　「ナナカマド」
◎10月10日　秋作業

《令和５年度・事業計画》
◎第一回運営委員会
◎春季作業及び管理　校庭及び同窓会林
◎夏季管理　校庭及び同窓会林
◎秋季作業及び管理　校庭及び同窓会林
◎第14回卒業記念植樹「ドロノキ」
◎延期になっている記録史の発刊
◎散策路の下準備

《第一回緑の学び舎運営委員会及び春季管理作業報告》
堀川副委員長、寺前、山田、南、石川、東、竹林、溝口

　お天気は最高だった。今回の作業は現地で
現状確認ということで午後１時30分集合と
いうことにした。南委員が初参加。トトロ峠
で待ち合わせて一緒に現地へ向かう。
　旭川から参加の寺前委員が眺望をおかず
に食事中だった。気持ちよさそうでした。桜
の開花は数本を除いてほぼ終了。やっぱり…
そうだよなぁ。途中山道に雪があったのでぎ
りぎりのタイミング。山道の雪の状況次第な
ので、数日前の案内になってしまったがそれ
にも関わらず８名の参加を得た。
　現状の管理状況を確認し、今後の管理手法
を学ぶ。管理手順を協議し委員で確認。秋作業
では今回の確認事項を基に作業を行う。記念
植樹の補植の確認と越冬作業のマニュアルづ
くりの基礎資料を集める。気持ちよく下山。
　見栄えが悪いのと添木のほうが細くなっ
てきたので役目を終えた添え木を撤去し
た。添え木に絡まるツタ漆を切り払ったのだがやはり春の漆は手ごわい。
かぶれてしまって痒いし患部はぐちゅぐちゅだし…。
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令和４年度　高野連・高体連・高文連大会の成績結果　　紙面の都合上、一部を掲載しております。

《陸上競技部》
●2022/5/17 ～ 19　高体連空知支部予選【岩見沢東山公園陸上競技場】
　【男子】　宮崎　皓太	 400ｍH	 決勝	 1'02"76	 第３位	 ［全道進出］
　【女子】　加藤さゆり	 やり投	 決勝	 30ｍ72	 第２位	 ［全道進出］
　　　　　多田　悠理	 砲丸投	 決勝	 10ｍ15	 第１位	 ［全道進出］
　　　　　　　　　　	 円盤投	 決勝	 31ｍ54	 第１位	 ［全道進出］
　　　　　一戸　夕菜	 100ｍ	 決勝	 13"55	 第３位	 ［全道進出］
　　　　　　　　　　	 走幅跳	 決勝	 4ｍ68	 第２位	 ［全道進出］
　　　　　宮崎　　栞	 走高跳	 決勝	 1ｍ25	 第３位	 ［全道進出］
　一戸・村上・宮崎・多田	 4×100ｍR	 決勝	 56"13	 第４位	 ［全道進出］
　一戸・宮崎・村上・多田	 4×400ｍR	 決勝	 5'00"71	 第４位	 ［全道進出］
●2022/06/14　高体連全道大会【釧路市民陸上競技場】
　多田　悠理	 砲丸投	 決勝	 10ｍ77	 第３位	 ［全国進出］
　　　　　　　　	 円盤投	 決勝	 34ｍ57	 第６位	 ［全国進出］
●2022/3/13　８月　国民体育大会陸上競技大会北海道代表選考会【室蘭入江陸上競技場】
　多田　悠理	 女子少年A砲丸投	 決勝	 11m06	 第３位
●2022/8/20 ～ 21　新人戦空知支部【岩見沢市東山公園陸上競技場】
　【男子】　幸﨑　太一	 100m	 決勝	 11"54	 第２位	 ［全道進出］
　【女子】　一戸　夕菜	 100m	 決勝	 13"53	 優　勝	 ［全道進出］
　　　　　　　　　　	 走幅跳	 決勝	 4m41	 優　勝	 ［全道進出］
　　　　　多田　悠理	 砲丸投	 決勝	 10m69	 優　勝	 ［全道進出］
				    大会新記録
　　　　　　　　　　	 円盤投	 決勝	 33m07	 優　勝	 ［全道進出］
				    大会新記録
　　　　　宮崎　　栞	 走幅跳	 決勝	 4m29	 第３位	 ［全道進出］
　　　　　村上　莉桜	 100m	 決勝	 13"88
　　　　　　　　　　	 200m	 決勝	 29"02	 優　勝	 ［全道進出］
　一戸・村上・宮崎・廣瀬	 4×100mR	 決勝	 55"17	 第２位	 ［全道進出］
　村上・宮崎・廣瀬・一戸	 4×400mR	 決勝	 4'58"56
●2022/9/21 ～ 23　全道高校新人陸上【札幌厚別競技場】
　【女子】　多田　悠理	 砲丸投	 決勝	 10m50	 第３位
　　　　　　　　　　　	 円盤投	 決勝	 33m56	 第２位

《男子バスケットボール部》
●2022/5/26 ～ 28　空知支部予選
　予選２回戦　深川西　38-73  　滝川西
●北空知地区予選会
　１回戦　　　深川西　57-58  　滝川工業
●新人大会北空知地区予選会
　２回戦　　　深川西　31-151　滝川

《男子バレーボール部》
●空知春季大会
　予選グループ戦　　深川西0-2滝川、深川西0-2岩見沢緑陵
●高体連空知支部
　予選トーナメント　対滝川0-2、対滝川西0-2
●第75回全日本バレーボール高等学校選手権大会北海道代表決定戦
　２回戦　　　　　　対帯広農業　0-2
●空知新人戦
　予選トーナメント　対滝川0-2、対滝川西0-2

《女子バレーボール部》
●空知春季大会
　決勝トーナメント戦　深川西0-2岩見沢東
●高体連空知支部
　ブロックトーナメント戦　深川西0-2クラーク国際
●全日本バレーボール高等学校選手権大会深川地区予選会（春高バレー）
　深川西0-2クラーク国際
●空知新人戦
　３位決定戦　　　　深川西0-2岩見沢東　４位で春季大会のシード権獲得

《バドミントン部》　※地区大会３位以上掲載
●令和４年度北空知地区高等学校春季大会
　男子Ｗ　　優勝　　　3-2　佐々木小次郎・2-2　北條　李桜
　　　　　　２位　　　3-1　上田　聖也・2-1　佐藤　虎生
　男子Ｓ　　優勝　　　2-2　北條　李桜
　　　　　　２位　　　3-2　佐々木小次郎
　　　　　　３位　　　2-1　佐藤　虎生
　女子Ｗ　　２位　　　3-1　太田　　栞・1-1　山崎　歩音
　女子Ｓ　　３位　　　3-1　太田　　栞
●令和４年度高体連空知支部予選
　男子団体　３位
　男子Ｗ　　優勝　　　3-2　佐々木小次郎・2-2　北條　李桜
　　　　　　３位　　　3-1　上田　聖也・2-1　佐藤　虎生
　男子Ｓ　　２位　　　2-2　北條　李桜
　　　　　　３位　　　3-2　佐々木小次郎
●令和４年度北空知地区高等学校秋季大会
　男子Ｗ　　優勝　　　2-2　北條　李桜・2-1　佐藤　虎生
　男子Ｓ　　優勝　　　2-2　北條　李桜
　女子Ｓ　　２部優勝　1-2　和田　ゆうか

●第51回全国高等学校選抜バドミントン選手権大会北空知地区予選会
　男子団体　優勝
　男子Ｗ　　優勝　　　2-2　北條　李桜・2-1　佐藤　虎生
　男子Ｓ　　優勝　　　2-2　北條　李桜
　　　　　　２位　　　2-1　佐藤　虎生
　女子団体　３位

《卓球部》
●春季空知支部高等学校卓球大会
　女子シングルス　準優勝　3-2　傅里　心結
●高体連空知支部
　女子団体戦　　　３位

《硬式テニス部》
●空知春季テニス大会
　男子Ｓ　　第３位　3-2　久保田丈一郎、3-3　江刺　太陽
　男子Ｗ　　準優勝　3-2　久保田丈一郎・3-3　江刺　太陽
　　　　　　第３位　3-2　原　　快斗・3-2　屏田　琉楓
　女子Ｗ　　第３位　3-2　板垣　海咲・3-3　長原　如良
●高体連空知支部
　男子団体　優　勝　※全道大会出場
　男子Ｓ　　第３位　3-2　久保田丈一郎
　男子Ｗ　　第３位　3-2　久保田丈一郎・3-3　江刺　太陽　※全道大会出場
　女子団体　第３位　※全道大会出場
　女子Ｓ　　第３位　3-3　長原　如良　※全道大会出場
　女子Ｗ　　第３位　3-2　板垣　海咲・3-3　長原　如良　※全道大会出場
●南北空知高等学校テニス選手権大会
　女子Ｓ　　準優勝　2-1　菊地優梨花
　女子Ｗ　　第３位　2-1　菊地優梨花・2-1　羽野　結莉
●新人戦空知支部
　男子Ｓ　　第３位　2-1　鈴木　　蓮
　女子Ｓ　　準優勝　2-1　菊地優梨花
　女子Ｗ　　第３位　2-1　菊地優梨花・2-1　羽野　結莉

《弓道部》
●春季弓道大会［5/1深川市］
　個人戦　　　１位　3-1　高山　優太
　　　　　　　３位　3-3　奥谷　優羽
●空知地区高等学校弓道選抜大会［9/10芦別市］
　女子個人戦　２位　2-2　古田　和暖　※北北海道大会出場
●中部地区選手権大会［10/23深川市］
　女子個人戦　１位　2-2　吉田　和暖
　　　　　　　３位　2-2　西川　　璃

《写真部》
●高文連空知支部写真部春季研究大会審査会のみ実施
　特選　　3-2　高井　萌伽　「まねっこ」　　　　全道大会推薦
　入選　　3-2　大丸　睦月　「あそぶの楽しい」　全道大会推薦
　入選　　2-1　中村　琴美　「菜の花」　　　　　全道大会推薦
●高文運空知支部写真部秋季研究大会
　特選　　2-2　水野　芽依　「光を浴びて」　　　全道大会推薦
　入選　　3-2　小原　楓加　「虹」　　　　　　　全道大会推薦

《美術部》
●高文連空知支部美術展・研究大会［8/24-26滝川市美術自然史館］
　優秀賞　3-3　嶋田　　結　「Mehr Licht ！」（油彩）
　　　　　1-1　明月　優花　「慶弔」（油彩）
　奨励賞　3-3　道下　　萌　「一筋の光」（油彩）
　　　　　1-3　青山　海里　「感銘」（油彩）
　※優秀賞２名の作品は全道大会［10/6-7岩見沢市民文化会館］へ出品

《放送局》
●北海道高文連第46回全道高等学校放送発表大会空知地区大会［5/26：岩見沢市］
　アナウンス部門　　　　　　奨励賞　　　上口　紗穂・稲元　健介
　ラジオドキュメント部門　　最優秀賞　　※全道大会出場
　創作ラジオドラマ部門　　　奨励賞
　テレビドキュメント部門　　優秀賞　　　※全道大会出場
　研究発表部門　　　　　　　最優秀賞　　※全道大会出場
　ＮＨＫ杯総合賞　　　　　　第２位（優秀賞）
●北海道高文連第45回放送コンテスト空知地区大会［10/11：岩見沢市］
　アナウンス部門　　　　　　優秀賞　　　上口　紗穂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全道大会出場
　　　　　　　　　　　　　　特別奨励賞　稲元　健介・宮崎　大地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全道大会出場
　ビデオメッセージ部門　　　優秀賞　　　※全道大会出場
　オーディオメッセージ部門　優秀賞　　　※全道大会出場
　ＮＨＫ杯総合賞　　　　　　第２位（優秀賞）

《吹奏楽局》
●空知地区吹奏楽コンクール［8/7］
　高校Ｃ編成の部　金賞　空知地区代表　※全道大会出場
●北海道吹奏楽コンクール［8/25札幌市］
　高校Ｃ編成の部　銀賞

▼
今
号
も
「
コ
ロ
ナ
」
の
文
字
が
躍
っ
て
い
ま

す
。「
来
年
こ
そ
は
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
の
希
望
へ
の
言
葉
と
裏
腹
に
、
思
っ
て

も
い
な
い
こ
と
が
次
々
と
起
こ
り
交
錯
し
て
い

ま
す
。
思
い
返
し
て
み
る
と
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
ま
ま
何
年
も
何
度
も
繰
り
返
し
な
が

ら
歳
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
を
無
事
に
生
き
て

い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
生
徒
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
子
供

が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
少
子
化

は
国
力
を
弱
体
化
さ
せ
ま
す
。
税
金
の
つ
ぎ
込

み
先
が
違
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
少
子
化
対

策
に
お
金
を
掛
け
な
い
と
駄
目
で
し
ょ
う
ね
。

人
が
多
い
と
言
う
こ
と
は
無
駄
だ
と
思
う
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
消
費
が
約

束
さ
れ
ま
す
。
人
が
存
在
し
な
け
れ
ば
経
済
は

成
り
立
た
な
い
。
人
生
数
十
年
の
間
に
生
じ

る
経
済
効
果
の
ほ
う
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
か
。

無
駄
な
の
が
人
間
で
す
が
そ
れ
が
必
要
な
の
で

す
。
機
械
は
間
違
い
が
な
い
の
で
す
が
、
あ
く

ま
で
も
補
助
で
す
。

▼
近
未
来
的
な
防
衛
は
人
が
守
る
の
で
は
な

く
、
無
人
で
の
防
衛
強
化
に
シ
フ
ト
し
て
い
く

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
戦
い
が
始
ま
れ
ば
人

は
犠
牲
に
な
り
ま
す
。
何
兆
円
と
い
う
金
額
の

財
源
を
無
理
や
り
捻
出
し
て
莫
大
な
予
算
を
つ

ぎ
込
む
こ
と
が「
あ
っ
！
」と
い
う
間
に
決
ま
っ

た
こ
と
に
、
待
て
よ
？
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る

の
で
は
、
と
い
う
不
安
を
覚
え
ま
す
。
時
代
が

変
わ
る
と
過
去
の
悲
し
い
歴
史
も
忘
れ
ら
れ
て

遠
の
い
て
い
く
の
を
何
と
な
く
感
じ
ま
す
。

▼
巡
り
あ
わ
せ
と
は
自
分
の
力
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
く
、
時
代
や
環
境
を
選
べ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
弾
み
か
ら
こ
の

世
に
生
ま
れ
、
そ
の
時
代
の
中
で
生
き
て
き
た

だ
け
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
人
た
ち
を
見

て
強
く
感
じ
ま
す
。
巡
り
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
は

ど
ち
ら
か
に
生
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、

な
ど
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

▼
卒
業
記
念
植
樹
が
霧
雨
の
中
で
も
開
催
で
き

た
こ
と
は
同
窓
会
と
し
て
は
本
当
に
嬉
し
い
こ

と
で
し
た
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
と
自
負
し
な
が
ら

生
徒
た
ち
に
は
植
樹
さ
れ
た
数
十
年
先
の
現
地

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

▼
前
号
で
書
い
た
よ
う
に
残
さ
れ
た
時
間
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
の
と
作
業
に
集
中
で
き
な
い

年
齢
に
な
り
、
好
き
勝
手
に
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
始
め
た
手
刷
り
の
会
報
を
含
め
て
二
十
四

年
に
な
り
ま
す
が
紙
媒
体
か
ら
今
の
時
代
に

あ
っ
た
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
交
流
を
深
め
る
時

期
に
来
て
い
ま
す
。
残
念
で
す
が
会
報
は
十
五

号
が
一
応
の
目
安
で
す
。

　

情
報
発
信
委
員
会
（
溝
口
信
義
・
記
）（
18
期
）

【
お
知
ら
せ
と
お
願
い
】

※
資
料
収
集
の
お
願
い
。
毎
度
の
こ
と
で
す
が

古
い
資
料
が
あ
れ
ば
と
探
し
て
い
ま
す
。
生
き

て
い
る
う
ち
に
は
捨
て
ら
れ
な
い
資
料
も
残
さ

れ
た
家
族
に
と
っ
て
は
ゴ
ミ
で
す
。
こ
う
し
て

貴
重
な
資
料
も
散
逸
し
て
確
保
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
開
校
百
年
が
手
の
届
く
と
こ
ま
で
来
た

と
こ
ろ
で
お
願
い
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
ご
提
供
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ

れ
ば
是
非
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。
お
借
り
で

き
る
も
の
は
コ
ピ
ー
を
し
て
お
返
し
い
た
し
ま

す
。（
お
届
け
、
連
絡
は
学
校
ま
で
）

※
創
立
五
周
年
・
復
刻
版

　
　
　

昭
和
23
年
7
月
20
日
発
行

　
　
　
（
Ａ
５
判 

１
３
４
ペ
ー
ジ
）

※
十
周
年
記
念
誌
・
復
刻
版

　
　
　

昭
和
18
年
4
月
25
日
発
行

　
　
　
（
Ａ
５
判
41
ペ
ー
ジ
）

※
創
立
20
周
年
記
念
誌
・
復
刻
版

　
　
　

昭
和
33
年
９
月
６
日
発
行

　
　
　
（
Ｂ
５
判
１
０
２
ペ
ー
ジ
）

※
緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
・
五
周
年
記
録
史

　

「
緑
魂
は
時
空
を
超
え
て
」

　

�

残
部
十
部
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
（
Ａ
４
判  

１
５
４
ペ
ー
ジ  

ほ
と
ん
ど
カ
ラ
ー
）

※
校
歌
・
学
生
の
歌
・
逍
遥
歌
の
Ｃ
Ｄ

　

�

Ｃ
Ｄ
は
卒
業
生
へ
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

※�

第
60
回  

全
校
コ
ー
ラ
ス
大
会
の
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

�

記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
全
校
生
徒
に
記
念
品
と
し
て

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※
緑
の
系
譜
2
0
1
9

　
「
緑
魂
は
時
空
を
超
え
て
」
ブ
ル
ー
レ
イ

　

映
像
は
き
れ
い
で
す
よ
。
在
庫
が
少
々
。

　

い
ず
れ
も
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
中
で
入
手
希

望
の
方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
郵
便
振
込
に
て
お

申
込
い
た
だ
け
れ
ば
送
料
込
み
の
一
、〇
〇
〇

円
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　

入
手
希
望
の
方
は
左
記
口
座
に
郵
便
振
込
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

口
座
番
号
は
０
２
７
７
０

−

２

−

４
５
４
３
５

加
入
者
名
・
北
海
道
深
川
西
高
等
学
校
同
窓
会

ど
ろ
や
な
ぎ

（
編
集
後
記
）


